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新しい国語科教育の指導と評価

田　中　孝　一

＜子どもたちの生きる将来の社会，新教育課程のねらい，国語科の改善のポイント，
評価の改善，PISA2009，常用漢字表在外教育施設における国語教育＞

1　はじめに

0　2030年の社会　　0　5→4→2人前　　O EPA O YELL

2　新教育課程の勘所

○　教育基本法の全部改凪　学校教育法の一部改正に基づく改訂
※　現在の児童生徒は，大人になったらどういう社各　時代の中で生きていくのか？

○　生きる力の育成
各学校段階，各教科等でその特性等に応じて役割を果たす
＊　国語科は・■　t

O　義務教育の質の保証
※　義務教育を修了するとはどういうことか。PISA調査のねらいは？
小・中学校学習指導要領を通じた教科等の目標，内容等の構成
＊　国語科は‥1

0　各教科等における言語活動の充実
生きる力の育成のための最重要な手立てとして
＊　国語科は‥・

3　学習評価の改善
＜学習評価基本3資料＞
①　中教審初等中等教育分科会教育課程部会「児童生徒の学習評価の在り方について
（報告）」（22．3．24）

※　学習評価の改善についての基本的な考え方や方向性を示す

②　文部科学省初等中等教育局長「小学校，中学軋高等学校及び特別支援学校等に
おける児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」（22・5・11）

③　国立教育政策研究所教育課程研究センター『評価規準の作成のための参考資料（小
学校）（中学校）▲』（22．11）

o rより一層簡素で効率的な学習評価が実施できるような枠組み」について更に専門
的に検討（中教審答申20，1．17）

○　新教育課程における学習評価の基本的な考え方
目標に準拠した評価による観点別学習状況の評価や評定の着実な推進
学力の重要な要素を示した新学習指導要領等の趣旨の反映
学校や設置者の創意工夫を生かす現場主義を重視した学習評価の推進

○評芸完竿蓋芸竿蓋芸こ悪霊雷雲二芸措．表芸能・悪霊悪霊二芸芸

国語科の評価の観点
用語としては変更なし

○　国語科の指導と評価の改善
上記の学習評価の基本3資料の的確な理解の下，特に一③「参考資料」及び事例
集（予定）を参考にして，各学校で取り組む
※　文部科学省『言語活動の充実に関する指導事例集（小学校版）（中学校版）』

（小学校版は23年12月公開）

北海道国語教育連盟冬の研究交流学習会23111レジュメjtd

－1－



4　改定常用漢字表の告示（22．11．30）

01，945字→2，136字（5字削除，196字追加）

○　学校段階ごとの対応
＜小学校＞　現行どおり（読み，書きともに－　学年別漢字配当表に基づいて指導）
＜中学校＞　書きの指導は現行どおり

読みの指導は．指導字数を変更
＜高　校＞　読み，書きの漢字指導の対象を改定常用漢字表とする
○　高校入試．大学人軍　平成27年度入試から‘

※　29年ぶりの改定．基本的な考え方の的確な理解こそ必要

5　0ECD／PISA2009の結果の公表（22．12．7）

○　調査対象　義務教育修了段階の15歳児（日本では高校l年生）
2000年から3年ごとに実施。2009年6，7月に，約6000人を対象。

○　分　　野　読解力丁　数学的リテラシー，科学的リテラシーの3分野

O PISA2009は読解力が調査の中心分野（読解力は2000年に続き2回目の中心分野）

○　参加国1地域　65国・地域（OECD加盟国34園，非加盟31国・地域）

○　調査結果
▼　読解力　　　平均得点が前回より大幅に上昇。（統計的に有意に上昇）

498点→520点

情報の関係性を理解して解釈したり，自らの知識や経験と結び付け
たりすることがやや苦手。
トップレベルの国・地域と比べると，下位層が多い。

読書活動（質問紙調査）肯定的な回答の増加
○　対　　応　　　新学習指導揚力の着実な実施一知識t技能の習得と思考力■判断力

・表現力等の育成のバランスを重視一

個に応じた指導の推進とそのための教育条件の整備充実
・　全国学力t学習状況調査の実施と調査結果等を活用した教育の改善
1　子どもの読書活動の推進

文部科学大臣コメント（22．12．7）
「これ（読解力を中心に我が国の生徒の学力は改善傾向にあるということ）は

まず，何よりも生徒本人，家庭，各学校，地方公共団体が一体となって学力向
上に取り組まれた成果のあらわれである」

6　在外教育施設で考えたこと

※　日本語で日本の教育内容を身に付けるための学校
○　イスタンブール日本人学校　〈トルコ）

○　ロッテルダム日本人学校（オランダ）
○　テイルブルク補習授業校（オランダ。派遣教員なし）
※　児童生徒本人，保護者，現地日本人社会が一体となって，日本語（国語），日本の
文化，伝統，価値観等を身に付けることに尽力（自らの言語を獲得する意味一国語教
育の存立の意味）

＊　「人格の完成」，「国家及び社会の形成者の育成」（教育基本法，教育の目的）

7　おわりに

（文部科学省初等中等教育局主任視学官　http：hywww・meXt．gOjp tanakak＠mext．gojp）
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＜平成22年度全国学か学習状況調査＞

教科に関する調査の結果

Or活用」に関する問題で．記述式間者を中心に課題が見られる。
※資料や惰矧＝基づいて自分の考えや感想を明隠こ記述すること．

日常的な草創こついて．道筋を立てて考え．数学的に表現すること等

○各設問を個別に見ると・「知抜」に関する問題においても

継続的な課徴が見られる．
※文の練成を理解し．伝えたい内容を適切に暮いたり．推

敲したりすること．割合や比例など．2つの赦土の関係を

理解すること等

○中学校調査のうち．19年度調査を踏まえた間垣において．

虫禦ぎ禦漂幣温もとめる等

学校の接桑藤間以外の1∈‡当たりの勉強時間

小学校某6学年

児童生徒質問紙の結果

○算数の勉強が好きな小学生の割合が21年度と比べやや低く

金星など．今後注意して見nlくべき項目もあるが．凰式と蓋

鑑二温度．反乱其太的生活習情等の多くの項目で肯定的な回
答をした小中学生の割合が高くなっている。

○小学生と比べると、普段の授業で、学級の友達との間で話し

合う活動をよく行っていると回答をした中学生の割合が20蠣

度低くなっnヽる。

学校質問紙の結果
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＜学習指導要領の理念＞

二＿⇒ニ重工．

許諾姦蓋語群富
ら学び．自ら考え．主体的

諸芸墓遠謀墓誌茎毒
力

or知鼓基盤社会Jの時代などといわれる社会の構造的
な変化の中で．「生きる力」をはぐくむという理念はます
ます重要になってい

てが必ずしも十分でなかったことについて．5つの課題
があったと考えられる。

川「生きる力」の意味や必要性について．文部科学省に
ょる趣眉の周師徹底が必ずしも十分ではなく．十分な
共通理解がなされなかった

［2ユ子どもの自主性を尊重するあまり．教師が緒等を躊
躇する状況があったとの指摘

【31各故科での知識t技能の習得と総合的な学習の時間
での課題解決的な学習や探究活動との間の段階的な
つながりが乏しくなっている

［41各教科において．知鼓・技能の習得とともに．観察・
実験∴レポヰ車論述といった．知維一技能を活用する学
習活動を行うためには．現在の投薬時数では十分では
ない

〔51豊かな心や健やかな体の育成について，家庭や地

域の教育力が低下したことを踏まえた対応が十分では
なかった
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幼稚園教育要領、小・中の学習指導要領の改訂のポイント、之ノ
3　教育内容の主な改善事項①

○国語をはじめ各教科等で記録、説明、批評、論述、討論などの学習を充実

○国際的な通用性、内容の系統性の観点から指導内容を充実
〔台形の面積（小・算数）、解の公式（中■数学）・、イオン、遺伝の規則性、進化（中・理科）〕
○反復（スパイラル）による指導、観察1実験、課題学習を充実（算数・数学、理科）

○ことわざ、古文・漢文の音読など古典に関する学習を充実（国語）
○歴史教育（狩猟1採集の生活や国の形成、近現代史の重視等）、宗教、文化遺産（国宝、
世界遺産等）に関する学習を充実（社会）

○そろばん、和楽器、唱歌、美術文化、和装の取扱いを重視（算数、音楽、美術、技術■；
家庭）

○武道を必修化（保体／中1▲2）
○総合的な学習の時間の学習の例示として、地域の伝統と文化を追加（小）
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幼稚園教育要領、小・中の学習指導要領の改訂のポイント4；

3　教育内容の主な改替事項③

：○　幼稚園教育と小学校教育との円滑な接続のため、幼児と児童の交流の機会を設けた

り、幼稚園t小学校の教師との意見交換や合同の研究の機会を設けたりするなど、連
携を図るようにすること（幼稚園）

○　学習意欲の向上や責任感、連帯感の洒養等に資する部活動については、学校教育の
一環として、教育課程との関連が図られるよう留意すること

，○　次のような内容を充実・

環境教育：持続可能な社会をつくることの重要性
食　育：望ましい食習慣の形成
消費者教育：消費者の基本的な権利と責任についての理解
情報教育：情報の活用、情報モラル
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・言語は知的活動やコミュニケーション，感性1情緒の基盤 

・国語科において．話すこと瀾くこと，書くこと，読むことのそれぞれに記鼠要約，説軋 

論述といった言語活動を例示するとともに－各教科等において言語活動を充実 

○言鼠数式，図，表，グラフを用いて考えたり，説明したり，互いに自分の考えを表現し伝え
合ったりするなどの学習活動（小・算数）

○数学的活動の過程を振り返り，レポートにまとめ発表することなどを通して，その成果を共有
する梯会を設けること（中t数学）

○観察，実験の結果を整理し考察する学習活動や，科学的な言葉や概念を使用して考えたり
説明したりするなどの学習活動（小■理科）

○音楽を形づくっている要素や構造と曲想とのかかわりを理解して聴き，根拠をもって批評する
などして，音楽のよさや美しさを味わうこと（中Ⅰ音楽）

○衣食住やものづくりなどに関する実習等の結果を整理し考察する学習活動や，生活における
課題を解決するために言葉や国表概念などを用いて考えたり，説明したりするなどの学習活
動（中・技術・家庭）

○　自分の考えを基に，書いたり話し合ったりするなどの表現する機会を充実し．自分とは異なる
考えに接する中で，自分の考えを深め，自らの成長を実感できるよう工夫すること（小道徳）

○　問題の解決や探究活動の過程においては，他者と協同して問題を解決しようとする学習活動
や，言語により分析し，まとめたり表現したりするなどの学習活動（総合的な学習の時間）

ー7－



各教科の学習評価
日章に絃熟した評紺として安施
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※　8段階で評価

A：十分満足できる

B：おおむね満足できる

C：努力を要する

関心・意欲・態度 �"�

思考・判断 �"�

技能・表現 �"�

知識・理解 �"�
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※　小学校（第3学年以上）は3段階．

中学校．高等学校は5段階で評価

現行の学習指導要領に対応した学習評価から，評定も日額に準拠した評価くいわゆる絶対評価）を導入

①児童生徒一人一人の進歩の状況や教科の目操の実現状況を的確に把握し．学習指導の改薯に生かすことが一層重要であり・そのためには・
目嬢に準拠した評価が適当であること

②教育内容を厳選し．基掛基本の確実な定着を図ることを重視していることから．学習指導案矧こ示す内容を確実に習緯したかどうかの評価
を一局徹底することが必要であり．そのためには．目嬢に準拠した評価が優れていること

③初等中等教育における各学校段掛こおいて．児童生徒がその学校段階の日棟を実現しているかどうかを評価することは1上級の学校段階の
教育との円滑な接続に資する観点から重要となっており．そのためには．日甜こ準拠した評価を適切に行うことが必要となっていること

④児意生徒の学習の習熟の程度に応じた指導など個に応じた指導を一層重視しており．学習集団の編成も多様となることが考えられるためt指
新二生きる評価を行っていくためには．目標に準拠した評価を常に行うことが重要となること

⑤少子化等により．かなり広範囲の学枚で，学年．学級の児童生徒数が減少してきており．評価の客観性や信頼性を確保する上でも・集軌＝準
拠した評価によるよりも．∃嬢に準拠した評価の客観性を高める努力をし．それへの転換を園ることが必要となっていること

（「児童生徒の学習と教育課程の実施状況の評価の在り方について」（平成12年12月4日教育課程審議会答申）

小・中学校における学習評価の現状と課題①

児童生徒の学力などの俸びが
よく分かる

小学校教師：約80％

中学校教師：約63％

児童生徒一人一人の状況に

目を向けるようになる

小学校教師：約88％

中学校教師：約80％
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○小・中学校を中心に，現在の学習評価が教師に定着している

○教師が負担を感じたり．捜某改善に更につなげていく必要があると感じたりする教師が見られるという課題も
ある

学習評価：

○兜童生徒の学習状況を検証し－結果の面から教育水準の維持向上を保障する機能を有する

○学習評価を通じて．学習指導の在り方を見直すことや個に応じた指導の充実を図ること，学校における

教育活動を組織として改善することが重要

○学習指導と学習評価のPDCAサイクルは，日

常の授業，単元等の指執学校における教育

活動全体等の様々な段階で繰り返されながら

展開することが必要

○児童生徒や保護者にとっても学習評価は重要

【児童生徒】自らの学習状況に気付き．その後の学習

や発達・成長が促される契機

【保護者】家庭における学習を児童生徒に促す契樵
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○　学習評価の意義や現在の学習評価の在り方が小・中学校を中心に定着 ��

○　次代を担う児童生徒に「生きる力」をはぐくむ理念を引き継ぐ 

今回の学習評価の改善に係る3つの基本的な考え方 
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：＿二二r・ては．－ 俐�����ｹ)gﾈﾇ�+X��H�H�H�Y?��H�IUﾘ廁.饑ｩ+�,h/�������?������X���X+ﾘｧx�ｧｩlｨ.鞆��"� 
＝∴鱒（卓 �*�.ﾙｽH*�+X敲ｨH�8,ﾈ����X��y���+��b�

…－∴奏と児 �-僵處8���ﾉ)ｩ�ﾈ,ﾈｧx��X��� 

≡rl・；・∴内容の 丿ﾘ��,�.鞍C��ﾂ� 

ー12－



○学校教育法（昭和22年法律第26号）

第30粂（略）

②前項の場合においては，生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎助か知識及び硬時を

習得させるとともに，鯛
飽鎧立をはぐくみ，主触捜戯姐姦通感度を養うことに，特に意を用いなければならない。

○小学校学習指導要領（平成20年文部科学省告示第27号）

※　中学軋高等単軌特別支援学校においても同様の規定あり。

第1草　綺則

第1教育課程編成の一般方針

1（略）

学校の教育活動を進めるに当たっては，各学校において，児童に生きる力をはぐくむこと

を目指し，創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開する中で，基礎約・基本的な知政及

逆立藍を確実に習得させ，＿これらを活用して琴膚を解汲するために必嬰な思考九判断九＿

襲現力その他の能力をはぐくむとともに，宝庫鱒に学習に取り組む態度を養い，個性を生か

す教育の充実に努めなければならない。その際，児童の発達の段階を考慮して，児童の言語

活動を充実するとともに，家庭との連携を図りながら，児童の学習習慣が確立するよう配慮

しなければならない。

⊂頭重車「］
それぞれの教科の知識1技能を活用して課題を解決すること等のために必要な思考か判断

力・表現力等を児童生徒が身に付けているかどうかを評価

○新しい学習指導要領において，思考力・判断か表現力等を育成するため，基礎的・基本的な知

識・技能を活用する学習活動を重視するとともに，言語活野の充実が求められたことから．新たに

設定

○言語活動を中心とした表現に係る活動や児童生徒の作品等と一体的に行うことを明確化

○　自ら取り組む課題を多面的に考察．観察1実験の分析や解釈を通じ規則性を兄いだすなどの基

礎的1基本的な知識・技能を活用しつつ，各教科の内容等に即して思考・判断したことを，説明・論

述．討論といった言語活動等を通じて評価

一一∴‾ゝ・一

〇論敵発表や討論∴扱察・実験とレポートの作成といった新しい学習指導要領において充実が求めら

れている学習活動を積極的に取り入れ．学習指導の目標に照らして実現状況を評価

○思考・判断の結果だけではなく，その過程を含めて評価

22

ー13－



十・・ 嘩鱒 

各教科において習得すべき技能を児童生徒が身に付けているかどうかを評価 

■一・1・h 丿Xｻ8怦,ﾉ>�vY9�,��h+X,H輊ﾖﾈ�YKｹ&h+X+ﾘ+�,h,�,(*(,H�H+ｸ,ﾉ>�vX/�ﾋ靜ｨｨ�:�/�(i�8,h+x.儷ﾂ�劔準 

現に係る活動と一体的に評価する観点として「思考・判断薄着 劔jを設定 

－ 
従来の「技能・表現」の観点の「表現」との混同を避けるため，「技能」に改める 

教科によって違いはあるものの．基本的には，現在の「技掛表現」で評価している内容は引き続き 
「技能」で評価 

華 二・式 剏|課誌　　　二二還誌 � 

「知護・理解」 

蚤蓼科；革～、手写申す吾妻知識や畢軍を搾幕等車埠軍隼軽重 劔†身に付けているかどうかを 

．予凍童隼撼蹟溢・練漱軌漱貌戯掴喝脱酢蛸媚態取成應甑無難碑輝加瀬 r関心t意欲・態度」 

各教科が対象としている学習内容に関心をもち，自ら課題に取り組もうとする意欲や態度を児 

童生徒が身に付けているかどうかを評価 

…○　学力の3つの要素の1つ �,b�mｨ+r�

…○　我が国の児童生徒の学習意欲に課題（全国学力・学習状況調査等により指摘） 

…○　他の観点に係る資質や能力の定着に密接に関係 

…　→「関心▲意欲・態度」について学習評価を行い．それを指導の充実に生かしていくこ 
とは引き続き重要 

O「関心・意欲・態度」の評価に伴う負担感等について指摘があったことを受け．評価方法や評価時期 

等の工夫を推進 

＜工夫の例＞ 
・教科の特性や学習指導の内容等も踏まえつつ，ある程度長い区切りの中で適切な頻度で「おおむ 

ね満足できる」準弼等にあるかどうかを評価． 

■■幼‡■二二■：－ 
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各教科における評価の観点に関する考え方

○各教科の評価の観点は，四つの観点を基本としつつ教科の特性に応じて設定

（国語・外国語）

O「言語についての知識・理解・技能」（国語）等が基礎的・基本的な知識t技能に着目した観点

○その上で，学習指導要領の内容のまとまりに合わせ，基礎的1基本的な知識■技能と「思計判断・表

現」を合わせて評価する観点を位置付け（「話す潤く能力」（国語）等）

（音楽，図画工作．．美術）

○芸術に係る表現の能力の評価については．「技能」に関する観点と．表現を創意工夫したり発想・構想

したりする能力に関する観点とに分けて評価

○芸術に係る鑑畳の能力の評価については．「知識・理解」に関する観点と．自分なりに評価したり価値

を考えたりする能力に関する観点を一体的に評価

学習指導の目標と学習活動の関係

○各教科において，基礎的・基本的な知卦技能の習得を図る学習活動と思考か判断か表現力等
の育成を図る学習活動は相互に関連し合って敢然とは分類されるものではない

○子どもたちに身に付けさせようとする資質や能力を明確にした上で，それに照らして学習評価を行

うことが重要（同様の学習活動であっても，指導のねらいに応じて評価が異なる）
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日毎声動・叶車重唾已
○新しい学習指導要領で特別活動の各活動・学校行事に新たに目標が規定されたことを踏まえながら，各

学校において定めた特別活動全体に係る評価の観点により評価

○①「集団活動や生活への牌心・意計態度」，②「集団（や社会）の一員としての思考t判断′実践」，③「集

団活動や生活についての知識t理解」の観点を例示

例えば．②について学校として重点化した内容を踏まえ，育てようとする資質や能力などに即し．より具

体的に定めることが考えられる

⊂函藷軒コ
○引き続き．学校生活全体にわたって認められる児童生徒の行動について評価

○設置者は，学習指導要領等の総則，道徳の目標や内容．内容の取扱いで重点化を図ることとしている事

項等を踏まえ示している項目を参考にして．項目を適切に設定

総合所見及び指導上参考となる諸事項

○児童生徒の成長の状況を総合的にとらえ，各教科1科目や総合的な学習の時間の学習に関する戸

特別活動に関する事実及び所見．行動に関する所見．進路指導に関する事凰児童生徒の特徴・弼

部活動：新しい中学校学習指導要領において，学校教育の一環として教育課程との関連が図られるよ
う留意することを明確化　→部活動を通じた生徒の成長等について記載することが適当

入）を適切に記述

‡所属学校における観点別学習状況の評価の実施状況（高校のみ）　　　　　　　　　　　田富轍N＝1691） 

指導要矧こ観点別学晋状況を苫己録しているⅢ8・6 

通惜請に観点別学習状況を記録しているⅢ6・6 

定期テストなどにおい手観点に配慮した間確を課している肛［ⅢⅡ［ⅠロⅢ29・9 

定期テストなどに加え．平常点を加味して．評価を行っている　川l川lH川Ill日日111日川111日ll川1767 

指弾計画やシラバスに観点別の評価規準などを設けている　　Il川Ill川川11日148・l 
l その他皿6・0 

無回答Ⅲ8・6 
■‾■■（％）ニ 

出典：平成21年度文部科学省委托調査学習指導と学習評価に対する意識調査 

’小ヰ学校ほど観点別学習■状況の評価が定着しや＼ない 

○高等学校においても，学習指導と学習評価を一体的に行うことにより．生徒一人一人に学習内容の確実 

な定着を図り，授業の改善に寄与することが重要 

○富等学校においても．観点別学習状況の評価を推進していくことが必要 ○指導要録の評定についでも観点別学習状況の評価を引き続き十分踏まえることが必要 

（ただし，各学校の生徒の特性．進路等が多様である．ことへの配慮も必要） 

牒略解畢肇箪鞘箪㌍㌍二主立定立三二二二二二蓮・て＝二一・≡■r■ 
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○児童生徒の障害の状態等を十分理解しつつ，一人一人の学習状況を一層丁寧に把握する工夫が必要

○学習指導要領に定める日額に準拠して評価を行うこと．学習指導と学習評価を一体的に進めることなど，

学習評価の基本的考え方は同じ

蓮正二■■■：てこi � 佶ｲ� ���ﾈ��ｫ����R�

滋溢壷鮨譲豪華か 劔凵�′＝）ノて‾さ三二三＝烹葦：署浮・笠＿，：≡ 刄jーヽ－■† 

二三が妄宝 �� ��芳 �;��孤 儁"�華撃取去 

離縦断 
Y　辟＝　　沓　二・一一 � �� 剌熹ｵ恕鍼 凵r建＝■■ノ‾景・■ 

室鱒 ｛ゝ1〉 ��H��*ｲ�：∧Y r→■〉 ���華 ��� ��賽等：∴－：・ゝ・ 

【特別支援学寸刻こ在籍する児童生徒に係る学習評価】
■　個別の指導計画に基づいた学習の状況や結果を評価

・指導要録については，原則として小ヰ学校の指導要録の改善に対応した改善を行うとともに，知的障害の場合に

は引き続き一人一人に設定する指導内容や教育課程を踏まえて記述

また．交流及び共同学習に関しては．相手先の学校名や実施内容．成果等を記述

【小・中学校等に在籍する障害のある児童生徒に係る学習評価】
1特別支援学級の児童生徒については．特別支援学校における評価方法等を参考

1通常の学級に在籍する障害のある児童生徒については．通級による指導の内容や効果的と考えられる指導方法

／、■い、J 擾 倚Y�ｹ{��′いJl ��掠 ��鱒 ����ﾇ(���(6��������B� � ��、継 �� �� �� ��剏U �4(�H����ﾈ�H�R�

■∴′ヽ ���,H�x�C�?��h��,H7�7��I�����H�88ﾈ+(���8�����ﾂ�てト．こ′ �� �� �� ���� ��転　＿＿．、、－ご．‾■、ゾ∴ � 倡��Hｫ�� �� �� ��・．・・・′ �+(�Y�����ﾈ�.)wr�

差蓮‥■で■’－‡ ���� �*��xﾚ���*ｸ�h�7&鳴�心、 �� ��慈 � ��＼＝・．〔 
r■一JHL 義絶秦 儺ﾘﾅ)�ymﾒ� �+(*ﾒ�三二一か圭一一津こ芸三軍 ��八㌔ 十十 ��ﾃ�*$｢���j黒′・三‘言誤 ㌍載・二；箪ぎ �� �+#���7���ｴﾘ��zh�H�H�����ｮﾘ6ﾙ�(6ﾘ��h�R����ﾅﾂ� �7譏�����ﾂ�○ゾ工 

評価規準の改善や評価方法の研究は
教員個人に任されている

小学校教師：約16％
中学校教師：約30％

校長のリーダーシップの下での組織的・計画的な取組

○新しい学習指導要領に対応した評価規準や評価方法の充実を図る
とともに．学校内においてこれらの一層の共有を促進

○　評価結果について教師同士で検討

○　乗践事例を着実に継承

○　授業研究等を通じ教師一人一人の力丑を向上

保護者の理解の促進

○　評価に関する仕組みについて事前に説明

○　評価結果の説明を充実

○　地域や学校の実情を踏まえながら学習評価の
基本的な事項を決定

○学校に対する適切・な指導・助言

○　教師の実践的な研修等の実施

○学習評価に関する研究を進め，学習評価に関
する参考となる資料の提示

○　具体的な事例の収集・提示
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◆　学校教育での筆写

なるものについての筆写（手書き字形）のの楷書字形と印刷文字字形とが

○〔中学校〕　読みの指導の過程において印刷文字字形を標準とする指導
（ただし、漢字の特性や生徒の実態に応じて柔軟に対応）

○〔高等学校〕生徒や教材の実態等に応じて指導（いずれの字形による指導も可）

○児童生徒が書く漢字の評価は、指導した字形以外でも柔軟に対応
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∴．」．二．．＿．ん＿＿仙＿＿＿．・■　　　丁■1‾．’．‾‾■　．．　　　1‾＿r　＿　‾‾　‥‾1‾‾‾　‾■‾‾■‾’’‾‾‾‾‾■▼‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾　‾‾‾’‾ニ　　■

二　　Pl壷2垂垂垂堅型ナた今後の取組

○新学習指導要領の着実な実施：小‥平成23年度～、中：平成24年度～、高二平成25年度～）
－知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等の育成のバランスを重視－

●理数教育の充実
・授業時数の増加（算数・数学：小学校16％、中学校22％増）

（理科：小学校16％、中学校33％増）
（共通）　　　つまずきやすい内容の確実な習得を図るための

繰り返し学習

（算数■数学）数量や図形の知識・技能を実際の場面で活用する
活動の充実

（理科）　　　観察t実験等の体験的な学習を充実

言語活動の充実

1授業時数の増加（国語：小学校6％、中学校10％増）

」 （各教科等）　言語活動を充実 （レポートの作 重

O「個に応じた指導」の推進とそのための教育条件の整備充実

部のサポート人材の

○全国学力・学習状況調査の実施と調査結果等を活用した教育の改善

小6・中3を対象に国語、算数t数学について、「知識」に関する問題のみ

ならず「活用」に関する問題についても調査を実施（平成19年～）

（理科の追加を検討中）
調査結果等を踏まえた学校、国・教育委員会での取組による検証改善
サイクルの構築

○子どもの読書活動の推進

●家庭、地域、学校における取組の一体的推進
（家庭における読み聞かせなど読書活動に資する情報提供、
地域における読書コミュニティの形成の推進、

学校における朝読書などの読書活動の推進　など）
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言語活動の充実に関する指導事例集【小学校版】

～　目　　次　～

（1）学習指導要領における言語活動の充実

ア　新しい学習指導要領の基本的な考え方

イ　新しい学習指導要領における言語活動の充実

（2）言語活動の充実に関する検討の経緯

（3）各教科等における言語活動の充実の意義

（4）思考力■判断か表現力等の育成と言語活動

ア　児童生徒の学力■学習状況

イ　思考力・判断力・表現力等の育成と言語活動の充実

（5）学習評価と「言語活動の充実」

（1）知的活動（論理や思考）に関すること

ア　事実等を正確に理解し，他者に的確に分かりやすく伝えること

（i）事実等を正確に理解すること

（正）他者に的確に分かりやすく伝えること

イ　事実等を解釈し説明するとともに，互いの考えを伝え合うことで，自分の考えや集団の

考えを発展させること

（i）事実等を解釈し，説明することにより自分の考えを深めること

（立）考えを伝え合うことで，自分の考えや集団の考えを発展させること

（2）コミュニケーションや感性・情緒に関すること

ア　互いの存在についての理解を深め，尊重していくこと

イ　感じたことを言葉にしたり，それらの言葉を交流したりすること

（1）児童の発達の段階に応じた指導の充実

（2）教科等の特質を踏まえた指導の充実及び留意事項

＜国語＞　＜社会＞　＜算数＞　＜理科＞　＜生活＞　＜音楽＞　＜図画工作＞

＜家庭＞　＜体育＞　＜道徳＞　＜外国語活動＞　＜総合的な学習の時間＞

＜特別活動＞

（3）指導事例

ア　指導事例の示し方

イ　指導事例の活用
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第1章　言語活動の充実に関する基本的な考え方

（「言語活動の充実に関する指導事例集（小学校版）」22．12事例除く）

（1）学習指導要領における言語活動の充実

ア　新しい学習指導要領の基本的な考え方

知識基盤社会の到来や，グローバル化の進展など急速に社会が変化する中，次代を担う

子どもたちには，幅広い知識と柔軟な思考力に基づいて判断することや，他者と切磋琢磨

しつつ異なる文化や歴史に立脚する人々との共存を図ることなど，変化に対応する能力や

資質が一層求められている。一方，近年の国内外の学力調査の結果などから，我が国の子

どもたちには思考力・判断力・表現力等に課題がみられる。これら子どもたちをとりまく

現状や課題等を踏まえ，平成17年4月から，中央教育審議会において教育課程の基準全

体の見直しについて審議が行われた。

土の見直しの検討が進められる一方で，教育基本軌学校教育法が改正され，知・徳・

体のバランス（教育基本法第2条第1号）を重視し，学校教育においてはこれらを調和的

に育むことが必要である旨が法律上規定された。さらに，学校教育法第30条の第2項に

おいて，同法第21条に掲げる目標を達成する際に，留意しなければならないことが次の

ように規定された。

l I

；第30条　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡

：2　前項の場合においては，生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知：

‡識及び技能を習得させるとともに，これらを活用して課題を解決するために必要な思；

：考九　判断力，表現力その他の能力をはぐくみ，主体的に学習に取り組む態度を養う；

：ことに，特に意を用いなければならない。　　　　　　　　　　　　　　：
l l

l I

ここには，学力の重要な3つの要素が示されている。

①　基礎的・基本的な知識・技能

②　知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等

③　主体的に学習に取り組む態度

これらを踏まえ，中央教育審議会は平成20年1月に「幼稚園，小学校，中学校，高等

学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について」を答申した（以下，「平成20年

答申」とする）。この平成20年答申においては，学習指導要領の改訂の基本的な考え方と

して，次の7点を示している。

①　改正教育基本法等を踏まえた学習指導要領改訂

②　「生きる力」という理念の共有

③　基礎的・基本的な知識・技能の習得

④　思考力・判断力・表現力等の育成

⑤　確かな学力を確立するために必要な授業時数の確保

⑥　学習意欲の向上や学習習慣の確立

⑦　豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充実
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イ　新しい学習指導要領における言語活動の充実

平成20年答申においては】上記の基本的な考え方を踏まえつつ，学習指導要領の改訂

に当たって充実すべき重要事項の第1として言語活動の充実を挙げ，各教科等を貫くノ重要

な改善の視点として示した。

先の改正学校教育法に示された学力の重要な要素や平成20年答申を踏まえ，平成20年

3月に公示された「小学校学習指導要領」（以下，「新しい学習指導要領」とする。）の総

則には，言語活動の充実について，以下のように記述されている。‥∴∴∴‥‾　＿

1－－＿－∴∴∴＿＿‾l

l＿＿＿＿＿＿＿＿一一■－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

同じく総則において，指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項について，以下のよ

吾蜃童蓋索恵三蓋葱恵一……‾……‖‾‾‾‾‾‾‾「
丹）各教科等の指導に当たっては，児童の思考九判断九表現力等をはぐくむ観点；
；から，基礎的・基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視するとともに，…

宴　言語に対する関心や理解を深め∴言語に関する能力の育成を図る上で必要な言語勲

…　境を整え，児童の言語活動を充実すること0　　　　　　　　　　≡
l＿…＿＿＿＿＿＿…一一…一一…一一一…一山－…－………一一…一日－…一一一……－…一一一……一一一一一一一一一……一一一一一一一一一1

ここでは，各教科等において思考九判断九表現力等を育成する観点から，基礎的・

基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視するとともに，言藷環境を整え，言語

活動の充実を図ることに配慮することが求められている。

加えて，新しい学習指導要領では，言語に関する能力を育成する中核的な国語科におい

て，「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」のそれぞれに記録，要約，説明，

論述といった言語活動を例示した。また，国語科以外の各教科等においても，教科等の特

質に応じた言語活動の充実について記述している。

（2）言語活動の充実に関する検討の経緯

今回の学習指導要領改訂に至る検討は，平成17年2月15日の文部科学大臣による中

央教育審議会への審議要請に始まる。その際，「学習指導要領の見直しに当たっての検討
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課題」として示された14項目の中に「国語力の育成」があり，そこではJ「国語力」は「す

べての教科の基本」と位置付けられていた。

これより先に，文化審議会答申「これからの時代に求められる国語力について」（平成16

年2月）においては，「学校教育においては，国語科はもとより，各教科その他の教育活動

全体の中で，適切かつ効果的な国語の教育が行われる必要がある。すなわち，国語の教育

を学校教育の中核に据えて，全教育課程を編成することが重要であると考えられる」など

と指摘されている。

その後，「国語力の育成」は，中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会の「審

議経過報告」（平成18年2月）等においても中核に位置付けられた。平成．19年8月には，

言語力育成協力者会議の「言語力の育成方策について（報告書案）」が中央教育審議会に

報告された。同報告書案においては，「言語力は，知識と経験，論理的思考，感性・情緒

等を基盤として，自らの考えを深め，他者とコミュニケーションを行うために言語を運用

するのに必要な能力」であり，「言語力の育成を図るためには，（中略）学習指導要領の

各教科等の見直しの検討に際し，知的活動に関すること，感性・情緒等に関すること，他

者とのコミュニケーションに関することに，特に留意すること」などと提言している。

中央教育審議会は，これらを踏まえながら，学習指導要領の全体の在り方や国語力の育

成等具体的な内容等を検討し，上記の平成20年答申を取りまとめた。

（3）各教科等における言語活動の充実の意義

平成20年答申では，言語は知的活動（論理や思考）の基盤であるとともに，コミュニ

ケーションや感性・情緒の基盤でもあり，豊かな心を育む上でも，言語に関する能力を高

めていくことが重要であるとしている。このような観点から，新しい学習指導要領におい

ては，言語に関する能力の育成を重視し，各教科等において言語活動を充実することとし

ている。

国語科においては，これらの言語の果たす役割を踏まえて，的確に理解し，論理的に思

考し表現する能九　互いの立場や考えを尊重して伝え合う能力を育成することや我が国の

言語文化に触れて感性や情緒を育むことが重要である。そのためには，「話すこと・聞く

こと」や「書くこと」，「読むこと」に関する基本的な国語の力を定着させたり，言葉の

美しさやリズムを体感させたりするとともに，発達の段階に応じて，記録，安臥　説軌

論述といった言語活動を行う能力を培う必要がある。

各教科等においては，国語科で培った能力を基本に，それぞれの教科等の目標を実現す

る手立てとして，知的活動（論理や思考）やコミュニケーション，感性・情緒の基盤とい

った言語の役割を踏まえて，言語活動を充実させる必要がある。

各教科等における言語活動の充実に当たっては，これまでの言語活動を通じた指導につ

いて把握・検証した上で，各教科等の目標と指導事項との関連及び児童生徒の発達の段階

や言語能力を踏まえて言語活動を計画的に位置付け，授業の構成や指導の在り方自体を工

夫・改善していくことが求められる。そのために，各学校における教科間の関連や学年を

超えた系統的で意図的，計画的な言語活動が実施されるよう，カリキュラム・マネジメン

トを適正に行うことが求められる。特に，教科担任制を原則とする中学校，高等学校の国

語科以外の教師は，これらの点を理解することが重要である。
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さらに，各教科等の指導に当たっては，児童生徒が学習の見通しを立てたり学習したこ

とを振り返ったりする活動を計画的に取り入れるよう工夫することが重要である。その際，

自校や他校においてこれまでに実践された優れた言語活動の指導事例を参照することも有

効である。また，語嚢や表現を豊かにするために適切な教材を取り上げること，教育活動

全体を通じた読書活動を推進すること，学校図書館を計画的に利活用することj学校にお

ける言語環境を整備することなどにも留意することが重要である。

（4）思考力1判断力・表現力等の育成と言語活動

ア　児童生徒の学力・学習状況

国立教育政策研究所の平成15年度教育課程実施状況調査の結果においては，基礎的・

基本的な知識・技能の習得を中心に一定の成果が認められるものの，国語の記述式の問題

の正答率が低下するなどの課題が見られた。

平成15年に実施された経済協力開発機構（OECD）のPISA調査書）の結果からは，我が

国の子どもたちの学力は，全体としては国際的に上位にあるものの，読解力の低い層の生

徒の割合が増加したことや記述式問題に課題があることなどが指摘された。平成18年の

PISA調査の結果においては，読解力については平成15年の調査結果と同程度であったこ

と，数学的リテラシーの平均得点が低下したこと，科学への興味・関心や楽しさを感じて

いる生徒の割合が低いことなどの課題が指摘された。

続く平成21年に実施されたPISA調査の結果においては，読解九科学的リテラシー

は上位グループにあること，数学的リテラシーはOECD平均より高得点グループに位置

していることが示された。このうち，読解力については，前回（平成18年）と比べて平

均得点が大幅に上昇するなど改善傾向が見られた。これらは，生徒本人はもとより，家凰

各学校，地方公共団体が一体となって学力向上に取り組んだ成果の表れだと考えられる。

その一方で，各リテラシーともに，世界トップレベルの国●々と比べると依然として成績

下位層の生徒の割合が多いことが示された。また，読解力については，必要な情報を見つ

け出し取り出すこと（「情報へのアクセス・取り出し」）は得意であるものの，情報相互

の関係性を理解して解釈したり，自らの知識や経験と結び付けたりすること（「統合・解

釈」「熟考・評価」）が苦手であることが指摘された。

また，平成22年度全国学力・学習状況調査の結果において，例えば，資料や情報に基

づいて自分の考えや感想を明確に記述すること，日常的な事象について，筋道を立てて考

え，数学的に表現することなど，思考力・判断力・表現力等といった「活用」に関する記

述式問題を中心に課題が見られた。さらに，知識に関する問題においても引き続き課題が

＊l ProgrammefbrrnternationalStudentAssessment（PISA：ピザ）の略0生徒の学習到達度調査と訳され

る。経済協力開発機構（OECD）が実施。主に，読解九数学的リテラシー，科学的リテラシーの3分野

について調査を実嵐PISAにおいて，読解力とは「自らの目標を達成し，自らの知識と可能性を発達さ

せ，効果的に社会に参加するために，書かれたテキストを理解し，利用し，熟考し，これに取り組む能

力」と定義されており，側面別には，「情報へのアクセス・取り出し」「統合・解釈」「熟考・評価」の3

つに分類し，到達度を測定。
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見られるなど，知識を活用する力を育成することと合わせ，基礎的暮基本的な知識・技能

も定着させることが重要となっている。

なお，平成21年度全国学力・学習状況調査の結果において，「国語の授業で目的に応じ

て資料を読み，自分の考えを話したり，香いたりしている」と回答している児童生徒の国

語の記述式問題の正答率と，「算数・数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるように

ノートに書いている」と回答している児童生徒の算数・数学の記述式問題の正答率は高い

傾向が見られた（平成21年度全国学力・学習状況調査【小学校】報告書，平成21年度全

国学力・学習状況調査【中学校】）。

イ　思考力・判断力・表現力等の育成と言語活動の充実

このように，学力に関する各種の調査の結果により，我が国の子どもたちの思考力t判

断力・表現力等には依然課題がある。また，課題発見・解決能力，論理的思考力，コミュ

ニケーション能力や多様な観点から考察する能力（クリティカル・シンキング）などの育

成・習得が求められているところである’2。

平成20年答申においては，思考力・判断力・表現力等を育むためには，例えば，次の

ような学習活動が重要であり，このような活動を各教科等において行うことが不可欠であ

るとしている。

－●　■●　■　－　■　■　一　■　■　一　一■　●一　一　一　一■　一一　一　一　一一・一　一　一●　－　■一・■一　一　一　一　一・一　一　一　一　一一　一■　一一　一・■一　一●●一　一　一　●－　■一　■一　■一　一　一　一　一一　一一　一一・一　一一・■●　－■　一　一　■一一　一　一　一　一　一　一　一　一●　■■l　■●　■■　－‘■●　■　■　■　■　■　■　■　■一　一　■●　●●　■－‾●　■

；①体験から感じ取ったことを表現する　　　　　　　　　　　　　　　　　；

‡（㈲・日常生活や体験的な学習活動の中で感じ取ったことを言葉や歌，絵，身体などを用いて表現する　：

…②事実を正確に理解し伝達する　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

；（㈲・身近な動植物の観察や地域の公共施設等の見学の結果を記述・報告する　　　　　　　　；

；③概念・法風上意図などを解釈し，説明したり活用したりする　　　　　　　　　　　　　；

≡（㈲・需要，供給などの概念で価格の変動をとらえて生酬肖費活動に生カサ　　　　　　；

；　■衣食住や陸靡・安全に関する知識を■活用して自分の生活を管理する　　　　　　　　　；

；①情報を分析・評価し，論述する　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

：（例）・学習や生活上の課題について，事柄を比較する，分類する，関連伸ナるなど考えるための技法を活用し，：
l　　‥1●I　　一　■‾　－－－‾－　‥‾‾　　　　　　　′　’‥■　　　　■■　　　、▲　1　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

：　課題を整理する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

；・文章や資料を読んだ上で，自分の知識や経験に照らし合わせて，自分なりの考えをまとめてA4・1枚（1000…

：　枚程度）といった所与の条件の中で表現する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

…・自然事象や社会的事象に関する様々な情報や意見をグラフや図表などから読み取ったり，これらを用いて分…

；　かりやすく表現したりする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

…・自国や他国の歴史・文化・社会などについて調べ，分析したことを論述する　　　　　　　　…

；⑤課題について，構想を立て実践し，評価・改善する　　　　　　　　　　　　　‡

；（伊卜理科の調査研究において，仮説を立てて，観察・実験を行い，その結果を整理し，考察し，まとめ，表現：

；　したり改善したりする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

：　・芸術表現やものづくり等において，構想を練り，創作活動を行い，その結果を評価し，工夫・改善する　：

＊2　『新成長戦略』「成長戦略実行計画（工程表）」平成22年6月18日間議決定など
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：⑥互いの考えを伝え合い，自らの考えや集団の考えを発展させる　　　　　　　　　；

昌㈲・予想や仮説の検証方法を考計る噺で，予想や踵と検証塊を綿しながら考えを深め合う　　…

；・将来の予測に関する問題などにおいて，問答やディベートの形式を用いて議論を深め，より高次の解決策に；

：至る経験をさせる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
■－■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■

さらに，これらの学習活動の基盤となるものは，数式などを含む広い意味での言語であ

り，言語を通した学習活動を充実することにより「思考か判断力・表現力等」の育成が効

果的に図られることから，いずれの各教科等においても，記軌要約，説明，論述などの

言語活動を発達の段階に応じて行うことが重要だとしている。

また，先述の通り，我が国の子どもたちにおいては，引き続き解乳熟考，評価といっ

たプロセスに課題があること（平成21年PISA調査結果）からも，各教科等の目標の実

現のために言語活動の充実が必要であることを再確認したい。

なお，文部科学省においては，総合的な学習の時間を核とした課題発見・解決能九論

理的思考九　コミュニケーション能力等の向上に資する指導の在り方について，『今，求

められる力を高める総合的な学習の時間の展開（総合的な学習の時間を核とした課題発見

・解決能九論理的思考九コミュニケーション能力等向上に関する指導資料）』（平成22

年11月）を作成しており，本資料と関連させながら効果的に活用することが望まれる。

（5）学習評価と「言語活動の充実」

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「児童生徒の学習評価の在り方につい

て（報告）」（平成22年3月24日）（以下，「報告」とする）を受け，文部科学省は，平成22

年5月11日付け22文科初第1号「小学校，中学軋高等学校及び特別支援学校等におけ

る児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」を発出し，新しい学習指

導要領の趣旨等を踏まえた学習評価の在り方を示した。

上述の通り，新しい学習指導要領においては，思考力・判断力・表現力等を育成するた

め，基礎的・基本的な知識・技能を活用する学習活動を重視するとともに，知的活動（論

理や思考）等の基盤といった言語の果たす役割を踏まえて，言語活動を充実することとし

ている。

報告は，これらの能力の実現状況を適切に評価し，一層育成していくために，学習評価

についての基本的な考え方を整理し，評価の観点等の具体的な手立てを工夫することを提

書した。すなわち，各教科の内容等に即して思考・判断したことを，表現する活動と一体

的に評価する観点（以下「思考・判断・表現」という。）を設定することとし，観点別学

習状況の観点については，従来の「思考・判断」を「思考・判断・表現」と改めることと

した。そして，この「思考・判断・表現」の観点については，基礎的・基本的な知識・技能

を活用しつつ，各教科の内容等に即して思考・判断したことを，説軋書釦軋討論等とい

った言語活動等を通じて，思考・判断の過程を含めて評価するものであることに留意する

必要があるとしている。

学習指導の改善や教育課程全体の改善につながる学習評価の意義・目的を踏まえ，言語

括動を通して育成する，思考九判断九表現力等について，各教科の対応する観点にお

いて適切に評価することが求められる。
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第2章　言語の役割を踏まえた言語活動の充実

第1章（3）にある通り，平成20年答申において，言語は知的活動（論理や思考）の

基盤であるとともに，コミュニケーションや感性・情緒の基盤であるとされている。この

ため，各教科等において言語活動を充実する際には，このような言語の果たす役割を踏ま

えた指導を行うことが大切である。また】言語活動が単に活動することに終始することの

ないよう，各教科等のねらいを言語活動を通じて実現するために意図軋　計画的に指導す

ることが重要である。以下　言語の役割を踏まえた言語活動の指導の在り方と留意点につ

いて整理する。

（1）知的活動（論理や思考）に関すること

各教科等の指導において論理や思考といった知的活動を行う際，次のような言語活動を

充実する。

○　事実等を正確に理解し，他者に的確に分かりやすく伝えること

○　事実等を解釈するとともに，考えを伝え合うことで，自分の考えや集団の考えを発

展させること

これらの指導に当たっての留意点を例示する。

ア　事実等を正確に理解し，他者に的確に分かりやすく伝えること

（i）事実等を正確に理解すること

事実や他者の意見を正確に理解するためには，主観にとらわれず，事実等と意見

や考えなどを明確に区別することが必要になる。

特に，複雑な事実等については，解釈のための視点がないと理解することは難し

い。そこで，事実等を正確に理解するために，事実等の内容について，例えば5W

IH（いつ，どこで，誰が，なにを，なぜ，どのように）など，どのような点に着

目して理解するか，視点をもつことが必要である。そうした視点に応じて事実等の

対象から情報を適切に取り出すことによって，事実等を正確に理解することができ

るようになる。

事実等を正確に理解するための指導を行う際には，①児童生徒が理解するに当た

って，視点をもたせるようにすること，②設定した視点に応じて対象から情報を適

切に取．り出すようにすることなどに留意することが大切である。

（ii）他者に的確に分かりやすく伝えること

理解した事実等を他者に的確に分かりやすく伝えるためには，自分や聞き手・読

み手の目的や意図に照らして事実等を整理し，明確に伝えることが必要である。

そのため，的確に分かりやすく伝えるように指導をする際には，①自分や伝える

相手の目的や意図をとらえるようにすること，②目的や意図に応じて事実等を整理

できるようにすること，③構成や表現を工夫しながら伝えられるようにすることに

留意することが大切である。
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ィ　事実等を解釈し説明するとともに，互いの考えを伝え合うことで，自分の考えや集

団の考えを発展させること

（i）事実等を解釈し，説明することにより自分の考えを深めること

事実等を正確に理解した後，それを自分の知識や経験と結び付けて解釈することによ

って自分の考えをもつこと，さらにその自分の考えについて，理由や立場を明確にして

説明することなどを通じて，自分の考えを深めていくことが重要である。

また，他者の考えを認識しつつ自分の考えについて前提条件やその適用範囲などを振

り返るとともに，他者の考えと比軌分執関連づけなどを行うことで，多様な観点か

らその妥当性や信頼性を吟味し，考えを深めること，すなわち「クリティカル・シンキ

ング」も大切になる。

そのため，自分の考えを深める指導を行う際には，①事実等を知識や経験と結び付け

て解釈し，自分の考えをもたせるようにすること，②自分の考えについて，探究的態度

をもって意見と根軌原因と結果などの関係を意識し，説明する際にはそれを明確に示

すこと，③自分の考えと他者の考えの違いを捉え，それらの妥当性や信頼性を吟味した

り，異なる視点から検討したりして振り返るようにすることなどに留意することが大切

である。

（ii）考えを伝え合うことで，自分の考えや集団の考えを発展させること

考えを伝え合うことは，自分の考えになかったものを受け入れて自らの考えに生かし

たり，相手の立場や考えを考慮し，尊重することで自らの考えや集団の考えを発展させ

ることにつながる。

そのためには，集団の中で児童生徒がそれぞれの考えを表明し合うことを通じて，い

ろいろなものの見方や考えがあることに気付き，それぞれの考えの根拠や前提条件の違

い，特徴などを捉えることが重要である。また，それぞれの考えの違いや特徴を確認し

合いながら，それらの考えを整理することを通じて，更に自分や集団の考えを振り返り，

考えを深めることが重要である。

このため，考えを伝え合う指導をする際は，（i）にあるように，自分の考えや意見

をもち，深めることを前提としつつ，①考えを伝え合う中でいろいろな考えや意見があ

ることに気付くことができるようにすること，②それらの考えには根拠や前提条件に違

いや特徴があることに気付くことができるようにすること，③それぞれの考えの異同を

整理して，更に自分の考えや集団の考えを発展させることができるようにすることなど

に留意することが大切である。

（2）コミュニケーションや感性パ青緒に関すること

各教科等において，コミュニケーションや感性■情緒等に関する指導を行う際，次のよ

うな言語活動を充実する。

○　コミュニケーションは，人々の共同生活を豊かなものにするため，個々人が他者

との対話を通して考えを明確にし，自己を表現し，他者を理解するなど互いの存在

についての理解を深め，尊重していくようにすること

○　感性や情緒を育み，人間関係が豊かなものとなるよう，体験したことや事象との

関わり，人間関係，所属する文化の中で感じたことを言葉にしたり，それらの言葉
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を交流したりすること

ア　互いの存在についての理解を深め，尊重していくこと

よりよい生活や人間関係を築くためには，自分や他者の思いや考えを共通又は協働の

目的のもとに整理して，互いに理解し合うといったコミュニケーションが重要である。

しかし，近年，自分や他者の思いや考えを表現したり受け止めたりする語彙力や表現力

が乏しいことにより，他者と適切な関係がとれなくなったり，容易に「キレて」しまっ

たりする児童生徒が見られるとの指摘がある。

，良好なコミュニケーションを図るためには，思いや考えを表現するための語秦を豊か

にし，表現力を身に付けることが重要である。また，自分の思いや考えをもちつつそれ

を相手に伝えようとするとともに，相手の思いや考えを理解しJ　尊重しようとすること

も大切である。その上で，自分と相手の思いや考えについて，「何が同じ」で「何が異

なるか」という視点で整理しながら，相手の話をしっかり聞き取り，受け止めるように

するとともに，納得したり，合意したり，折り合いを付けたりするなど，状況に応じて

的確に反応することができるようにすることも大切である。

このため，コミュニケーションに関する指導を行う際には，①語嚢を豊かにし，表現

力を育むこと，②自分の思いや考えを伝えようとするとともに，相手の思いや考えを理

解し尊重できるようにすること，③自分の思いや考えの違いを整理しつつ，相手の話を

聞き，受け止めることができるようにすること，④相手の話に対して，状況に応じて的

確に反応できるようにすることなどに留意することが大切である。

なお，コミュニケーションについては，（1）イ（追）の知的活動において考えを伝

え合うことも含むが，ここでは主として人間関係の構築等を目的とした活動について整

理している。

イ　感じたことを言葉にしたり，それらの言葉を交流したりすること

感性・情緒は，事象との関わりや他者との人間関係，所属する文化などの中で感じた

ことを言葉にしたり，心のこもった言葉を交流したりすることによって一層育まれてい

くものである。そのような豊かな感性・情緒を通して，良好な人間関係を築くことにも

つながる。

なお，論理と情緒とを対立する問題として捉えられることがあるが，必ずしも適当で

はない。物事を直観的に捉えるのではなく，分析的に捉えることも情緒を豊かにしてい

く上で有効である。例えば，単に「わあー，すごい」という言葉だけで感情表現するの

ではなく，「何が」「どのように」「すぼらしい」のかについて，具体的な表現を用いて

相互に伝え合うことにより，より細やかな感性・情緒を実感できるようになる。

このようなことから，感性・情緒等に関する指導を行う際，①様々な事象に触れさせ

たり体験させるようにすること，（∋感性・情緒に関わる言葉を理解するようにすること，

③事象や体験等について，より豊かな表現，より論理的で的確な表現を通して互いに交

流するようにすることが大事である。
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第3章　言語活動を充実させる指導と事例

（1）児童の発達の段階に応じた指導の充実

児童が言語を基に対象に関する概念を構築していくためには，体験したことを整理して，

それを言葉で表すなどの言語活動が必要となる。平成20年の答申においては，個人差等

はあるものの，一般的に，小学校低学年から中学年までは，体験的な理解や具体物を活用

した思考や理鳳反復学習などの繰り返し学習等の工夫による「読み・書き・計算」の能

力の育成を重視し，中学年から高学年にかけて以降は，体験と理論の往復による概念や方

法の獲乱討論・観察・実験による試行や理解を重視するといった指導上の工夫が有効で

あるとしている。このため，具体的な言語活動を実施する場合にも，児童の発達の段階に

配慮する必要があり，例えば以下のような点を参考にすることが望まれる。

低学年＝一日…一一…＝－…‾…‾‾‖‾‾…日‾…‾…‾‾‾…日‾…‾‾HH‾‾……‾‾‾‾日日‾……‾……‾

○　主語と述語」例えは性監状態，関係など）を明確にして表現する。

○　比較の視点」例えば，大きさ，色形，位置など）を明確にして表現する。

○　判断と理由の関係を明確にして表現する。

○　時系列（例えはまず，次にそして，など）で表現できる。

○　互いの話を集中して聞き，話題に沿って話し合う。

○　書いた物を読み合い，よいところを見柳ナて感想を伝え合う。

○　文章の内容と自分の経験とを結び付けて，自分の思いや考えをまとめ，発表し合う。
■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

中学年　一一…一一一…＝…一日‾‖‾…‾‾……‾‖…‖‾‾…‾…HH‾‾‖…‾‾‾‾‾‾…‾…HHHH一日

○　判断と根拠，結果と原因の関係を明確にして表現する。

○　条件文（例えは「もし，〇〇〇ならば，△△△である）で表現する。

○　科学用語や概念を用いて表現する。

○　互いの考えの共通点や相違点を整理し，司会者や提案者などの役割を果たしながら，進行に

って話し合う。

○　書いた物を発表し合い，書き手の考えの明確さなどについて意見を述べ合う。

○　文章を読んで考えたことを発表し合い，一人一人の感じ方について違いのあることに気付く。
■－■■一一一■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■■－■－■■－■一一■－

高学年　一日…－…＝一日‾‾‾‾…‾‾‖…‾HHH‾‾‾‾‾…日日……HHH‾‾……日日‾…HHH

○　演繹法や帰納法などの論理を用いて表現する。

○　規則性やきまりなどを用いて表現する。

○　互いの立場や意図をはっきりさせながら，計画的に話し合う。

○　書いた物を発表し合い，表現の仕方に着目して助言し合う。

〇　本や文章などを読んで考えたことを発表し合い，自分の考えを広げたり深めたりする。
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（2）教科等の特質を踏まえた指導の充実及び留意事項

言語活動については，国語科で培った能力を基本に，すべての教科等において充実する

必要がある。その際，各教科等の特質を踏まえつつ国語科との関連を図りながら，言語活

動の考え方や諸点に留意して取り組むことが必要である。

＜国　語＞

「話すこと・聞くこと右「書くこと」及び「読むこと」の各領域では，日常生活に必

要とされる記録，説軋　報軋紹介昌敵乱討論などの言語活動を行う能力を確実に身に

付けることができるよう，継続的に指導することとし，課題に応じて必要な文章や資料等

を取り上げ，基礎的・基本的な知識・技能を活用し，相互に思考を深めたりまとめたりし

ながら解決していく能力の育成を重視する。

○　中央教育審議会答申（平成20年1月）の国語科改訂の趣旨に示す「実生活で生

きてはたらき，各教科等の学習の基本ともなる国語の能力を身に付けること」を一

層重視して国語科の授業改善を図ることが求められる。

○　そのためには，学習指導要領の内容の（2）に示す言語活動例を基に，具体的な言語

活動を通して指導事項を指導することが大切である。その際，「ここで音読する」「こ

こで話し合う」といったばらばらの活動ではなく，児童が自ら学び，課題を解決し

ていくための学習過程を明確化し，単元を貫く言語活動を位置付けることが必要で

ある。

○　このような単元構想を進めるためには，年間指導計画と児童の実態とを踏まえて，

①当該単元で重点的に指導すべき指導事項を確定する，②その指導事項を指導する

のにふさわしい言語活動を選定する，③言語活動を位置付けることで育成すべき国

語の能力の一層の明確化・具体化を図る，④それら育成すべき能力を身に付けるた

めの指導過程を構築する，といった手順で考えていくことが有効である。

○　特に「C読むこと」においては，指導事項に示す読むことの内容を児童に確実に

身に付けるため，無目的に場面ごと，段落ごとに平板に読み取らせる指導を改善す

ることが求められる。すなわち，児童自身にとっての読む目的を明確にして本や文

章を選んだり，目的に応じて内容を的確にとらえたり，自分の考えをまとめて交流

したりするなど，児童に必要な読む能力を調和的に育成することが重要である。ま

たそのためにも，言語活動例を具体化し，授業における読書活動を一層充実してい

くことが重要である。

○　そのための基盤として，シリーズで読む，好きな作品を見付けて読む，目的に応

じて本や文章を比べて読むといったことが可能となるよう，学校図書館の充実や地

域の図書館との連携が求められる。

○　なお，内容の（2）に示す言語活動例は例示であるため；これらのすべてを行わ

なければならないものではなく，それ以外の言語活動を取り上げることも考えられ

る。
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＜社　会＞

作業的・体験的な学習や問題解決的な学習を一層充実させることにより，学習や生活の

基盤となる知識・技能を習得させるとともに，それらを活用して観察・調査したり，各種

の資料から必要な情報を集めて読み取ったりしたことせ的確に記録し，比較・関連付け・

総合しながら再構成する学習や考えたことを自分の言葉でまとめ伝え合うことによりお互

いの考えを深めていく学習の充実を図る。

○　調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにする。

・第3学年及び第4学年におい七は，調べたことや地域社会の社会的事象の特色や相

互の関連などについて考えたことを，相手にも分かるように表現することができる

ようにすることが大切である。

・第5学年においては，調べたことや社会的事象の意味について考えたことを，根拠

や解釈を示しながら図や文章などで表現し説明することができるようにすることが

大切である。

・第6学年においては，調べたことや社会的事象の意味について広い視野から考えた

ことを，根拠や解釈を示しながら図や文章などで表現し説明することができるよう

にすることが大切である。

○　観察や調査・見学などの体験的な活動を指導計画に適切に位置づけて，調べたことや

考えたことを表現する力を育てるようにすることが重要である。

＜算　数＞

数学的な思考九判断九表現力等は，合理軋論理的に考えを進めるとともに，互い

の知的なコミュニケーションを図るために重要な役割を果たすものである。この数学的な

思考九判断九表現力等を育成するため，見通しをもち根拠を明らかにし筋道を立てて

考える学習活動を充実する。また，言葉や数式，臥象グラフなどの相互の関連を理

解するとともに，それらを適切に用いて，問題を解決したり，自分の考えを分かりやすく

説明したり，互いに自分の考えを表現し合ったりする学習活動などを充実する。

○　考えを表現する過程で，そのよさや誤りに気付いたり，筋道を立てて考えを進めたり，

よりよい考えを作ったりすることができるよう指導を充実することが重要である。

○　授業の中では】様々な考えを出し合い，お互いに学び合っていくことができるよう指

導を充実する。

○　問題を解決したり，判断したり，推論したりする過程において，見通しをもち，筋道

を立てて考えたり表現したりする力を育むことが重要であり，その際，帰納的な考えや

類推的な考え，演樺的な考えを用いることができるようにする。

＜理　科＞

科学的な思考力・表現力の育成を図る観点から，学年や発達の段階，指導内容に応じて】

例えば観察・実験の結果を整理し考察する学習活軌科学的な言葉や概念を使用して考え
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たり説明したりする学習活動を充実する。

○　小学校理科の学習は，問題解決の過程を経ることにより実現されることから，そ

の過程において科学的な言葉や概念を使用して考え表現することを充実させること

により言語活動の充実を図る。

○　予想や仮説を立てる場面では，問題に対する考えを記述したり，児童相互の話合

いを適宜行うことにより，条件に着日したり視点を明確にしたりして自らの考えを

顕在化させることが考えられる。

○　結果を整理し，考察し，結論をまとめる場面では，観察，実験の結果を表やグラ

フに整理し，予想や仮説と関係付けながら考察を言語化し，表現することを一層重

視する。

＜生　活＞

身近な人々，社会及び自然とのかかわりや自分自身について考えたり，気付きの質を高めた

りするため，活動や体験したことを振り返ったり，他者と交流したりするなどの学習活動を充

実する。

○　互いのことを理解し合ったり，心を通わせたりしてかかわることの楽しさがわか

り，身の回りの多様な人々と交流することができるように，自分たちの生活や地域

の出来事を身近な人々と伝え合う学習活動を行う。

○　具体的な活動や体験を通して気付いたことを基に考えさせるため，見付ける，比

べる，例えるなどの多様な学習活動を工夫する。

＜音　楽＞

表現や鑑賞の活動において，音楽を特徴付けている要素や音楽の仕組みを聴き取り，それら

の働きが生み出すよさや面白さ，美しさを感じ取る学習や，感じ取ったことを基に，音楽表現

を工夫し，どのように表すかについて思いや意図をもって音楽表現したり，音楽全体を味わっ

て聴いたりする学習を充実する。

○　鑑賞の活動において，感じ取ったことを言葉で表すなどの活動を位置付け，楽曲や演

奏の楽しさに気付いたり，楽曲の特徴や演奏のよさに気付いたり理解したりする能力の

育成を重視する。

○　合唱や食気　グループによる音楽づくりの活動において，どのように表すかについて

思いや意図を伝え合ったり，他者の考えに共感したりしながら，皆で一つの音楽をつく

っていく指導を重視する。

○　歌唱表現において，歌詞の内容や言葉の特徴を生かして歌ったり，日本語のもつ美し

きを味わったりするなど，言語と音楽との関係を大切にした指導を重視する。
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＜図画工作＞

表現や鑑賞の活動において，形や色材料の感じ，表し方の変化表現の意図や特徴な

どをとらえながら，感じたことや恩ったことを話したり，友人と話し合ったりするなどの

学習活動を充実する。

○　表現や鑑賞の活動を通して，感性を働かせながら，つくりだす喜びを味わうようにす

るとともに，造形的な創造活動の基礎的な能力を培い｝豊かな情襖を養うことが求めら

れる。

○　表現においては，発想や構想の能九創造的な技能を高めるために，材料や場所の特

徴表したいことや用途などについて，考えたことを伝え合ったり，形や色材料の感

じなどを生かして表現したりするなどの学習を一層重視することが考えられる。

○　鑑賞においては，鑑賞の能力を高めるために，感じたことや思ったことを話したり，

友人と語り合ったりしながら，材料による感じの違い，表し方の変化などをとらえ，身

近にある作品や親しみのある作品などのよさや美しさなどを感じ取るような指導を充実

することが望ましい。

○　指導計画の作成に当たっては，形や色イメージなどの〔共通事項〕を視点に，

図画工作科で育てようとする資質や能力を具体的に育成するような言語活動の充実

を工夫することが重要である。

＜家　庭＞

言語を豊かにし，知識及び技能を活用して生活の課題を解決する能力を育む観点から，

衣食住など生活の中の様々な言葉を実感を伴って理解する学習活動や，自分の生活におけ

る課題を解決するために言葉や図表などを用いて生活をよりよくする方法を考えたり，説

明したりするなどの学習活動を充実する。

○　生活の中の様々な言葉を実感を伴って理解するため，実習や観察などの実践的・

体験的な活動を行い，レポートの作成や考察，思考したことを発表するなどの学習

活動を充実する。

○　自分の生活における課題を解決するための問題解決的な学習を充実する。その際，

インタビューや体験を通して課題をつかませたり，比較実験や調べる活動を行い，

その結果から分かったことや考えたことを図表やグラフ，言葉にまとめ，それを発

表し合い活用の仕方を考えるなどの学習活動を充実する

＜体　育＞

コミュニケーション能力を育成したり，論理的思考力を育んだりする観点から，ゲーム

や練習などにおける励ましや協力をすること，及び練習方法や作戦を考えたり，成果を振

り返ったりするために話し合う活動などを充実する。また，健康・安全に関する知識を活

用する学習活動を充実する。

○　運動領域では，他者とのコミュニケーション能力を育成するため，身体表現や，グー
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ム場面での意思疎通などの集団的活動で互いに励まし合ったり，相手チームの健闘を称

えたりして，協力して学び合う活動を，保健領域では，実習や実験などを実施した際の

観察や体験を基に話合いを行い，考察し，身近な生活における課題や解決の方位を見付

けたり，選んだりするなどの活動を充実する。

○　運動領域では，論理的思考力を育成するため，資料を基に練習方法や作戦を考えて教

え合ったり，その成果や課題について話し合ったり，学習カードにまとめたりする活動

を，保健領域では，健康にかかわる概念や原則を基に，自分の生活と比較したり，身近

な生活との関係を見付けたりしたことを説明するなどの活動を重視する。

＜道　徳＞

道徳的価値の自覚及び自己の生き方についての考えを深める観点から，書く活動や語り

合う活動など一人一人の感じ方や考え方を表現する機会を充実し，自らの道徳的な成長を

実感できるようにする。

○　児童が問題意識をもち，意欲的に考え，主体的に話し合うことができるよう，ねらい，

児童の実艶資料や学習指導過程などに応じて，発間，話合い，書く活軌表現活動な

ど指導方法の工夫が求められる。

○　資料や体験などから感じたこと，考えたことをまとめ，発表し合ったり，討論や討議

などにより意見の異なる人の考えに接し，協同的に議論したり，考えをまとめたりする

など，言葉の能力を総動員させて学習に取り組ませる。

〇　人に感動を与える心の美しさや強さを浮き彫りとした教材等を活用することが考えら

れる。

○　自分自身と集団や社会とのかかわりについての考えを深めるため，公正，社会正義な

どの道徳的諸価値にかかわる様々な課題について討論等を行い考察させるような指導を

行うことが考えられる。

＜外国語活動＞

小学校の段階においては，外国語でのコミュニケーションを体験する機会を通して，中

学校や高等学校での外国語科につながるコミュニケーション能力の索埠を育成する学習活

動を充実する。

○　外国語でのコミュニケーションを通して，その楽しさを経験し，言語を用いてコ

ミュニケーションを図ることの大切さに気付かせ，積極的にコミュニケーションを

図ろうとする態度を育成することが重要である。

○　体験的に外国語を聞いたり，話したりすることを通して，外国語の音声や基本的

な表現に慣れ親しませるとともに，日本語との違いを知ることで言葉の面白さや豊

かさ等に気付かせることが重要である。
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＜総合的な学習の時間＞

問題の解決や探究活動の過程においては，他者と協同して問題を解決しようとする学習

活動や，言語により分析したり，ま－とめたり表現したりするなどの学習活動が行われるよ

うにする■3。

○　探究的な学習活動を充実するため，PISA型読解ガヰにおける読解のプロセスを

参考とした「課題の設定」→「情報の収集」→「整理・分析」→「まとめ・表現」

という探究の過程を重視する。

○　多様な情報の人毛他者の尊重と自らの役割の自覚，交流の広がりと深まりの実

現に向けて，他者と協同して取り組む多様な学習活動を行う。

○　体験したことや収集した情報を整理したり，分析したりして思考する活動へと高

めるとともに，他者に伝えたりまとめたりして自分の考えを明らかにする学習活動

を行う。

＜特別活動＞

よりよい生活や人間関係を築くために，自己の考えや思いを自分の言葉で主張できる子

どもを育て，考え方の違いや多様性が十分に発揮でき一るようにするとともに，その違いや

多様性を超えて集団として意見をまとめ，総意を決め，協力して実現する活動を重視する。

また，自分に自信をもてず，人間関係に不安を感じていたり，好ましい人間関係を築け

ず社会性の育成が不十分であったりする状況が見られたりすることから，自由に意見を述

べ合える望ましい集団を育成するとともに，人間的な触れ合いによる温かい交流的な実践

活動や体験活動を通して，他者を理解したりよりよい人間関係を築いたりする力を形成す

る活軌他者から認められて自分の良さに自信をもつ陪軌　自己の役割を果たし合って協

同して生活する活軌多様な異年齢の子どもたちからなる集団による活動を一層重視する。

特に実践活動や体験活動については，実践や体験を通して感じたり，気付いたりしたこと

を振り返り，言葉でまとめたり，発表し合ったりする活動を重視する。

○　学校や学級における生活上の問題を，言葉や話合いを通して解決する活動を一層重視

する。

○　その際学級会や児童会など様々な会議の方法について，国語科で学習した内容を体

験的に理解したり実践したりできるようにする。

○　望ましい人間関係や集団生活の形成に必要な言語に関する能力を育成するため，協同

の目標の下に行う同年齢や異学年，幼児高齢者などとの異年齢による言葉の交流活動

を効果的に展開し，相手意識をもって按する活動や，自分や他者の多様な考えをよりよ

＊3　この際、『今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（総合的な学習の時間を核とした課

題発見・解決能九論理的思考九コミュニケーション能力等向上に関する指導重科）』（平成22年11

月　文部科学省）を活用することが望まれる。

＊4　4ページ脚注1参照
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い方向へまとめていくような活動を充実させる。

○　実生活や実社会で役立っ言語に関する能力を育成するため，よりよいあいさつや言葉

遣いの在り方について考えたり，それらを啓発する活動，地域の方々との交流活動を重

視する。その際，児童会と地域の人々との合同会議などを通して，正しい言葉によるコ

ミュニケーションを促したりすることも考えられる。

○　学校図書館の仕組みの理解や利用の仕方に関連して指導したり，日常の読書指導との

関連を考慮したりするとともに，日常の学習に学校図書館を活用する態度の育成に努め
1

る。

○　実践したことや体験したことを自分の言葉でまとめ，発表し合ったり，報告文や記録

文に表したことを自己の生き方についての考えを深めるために活用する活動を一層重視

する。

（3）指導事例

これまで述べた言語活動の意義や指導の在り方などを踏まえ，参考となる具体的な指導

事例を掲載した。

指導事例は，「第1章　言語活動の充実に関する基本的な考え方」及び「第2章　言語

の役割を踏まえた言語活動の充実」を踏まえ，国語科をはじめとしてすべての教科等の取

組を収集した。これらは，新しい小学校学習指導要領が全面実施される以前の実践である

が，可能な限りその趣旨を考慮し，言語活動の充実に資するものを収集している。

ア　指導事例の示し方

各指導事例は，一つの事例を見開き2ページで示し，左側のページには【学習活動の概

要】，右側のページには【解説】としている。概ね次のような構成を基本としているが，

各教科等の特性に応じて工夫している。

【学習活動の概要】

（文頭に，教科等名，学牢，言語活動の特色を馳） 

1単元（題材）名 

2　単元（題材）の目標 

3　評価規準 

4　教材（題材） 

5　主な学習澤動 

【解説】

【指導事例と学習指導要領との関連】 

【言書吾活動の充実の工夫】 

㈱外の下段の「思考力・判断力・表現力等の学習活動の分類」は本番第1章（4）イ（5ペ一三月の波線内の番号を示している。） 
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イ　指導事例の活用

各学校においては，国語科以外の各教科等においても，これまでの授業において言語活

動を取り入れた学習活動が行われてきたところであるが，以下の事例を参考に，それぞれ

の教科等の目標を実現するするため，これまでの取組を見直し，効果的な指導に改善して

いくきっかけにすることが望まれる。

見直しに当たっては，これまで行ってきた言語準動を把凰検証することが求められる。

その上で，指導計画の作成に当たっては，各教科等の目標と指導事項との関嵐教材や教

具について十分研究し】効果的な指導を行うための言語活動の工夫・改善に向けて検討す

る必要がある。

その際，言語活動を充実すること自体が目的ではなく，言語活動により，基礎的・基本

的な知識及び技能の郡乳これらを活用して課題を解決するために必要な思考九判断九

表現力その他の能力を育むことを目指すことに留意する必要がある。このため，基礎的・

基本的な知識t技能の習得を図るための繰り返し学習等を軽視したり，話合いの時間をい

たずらに増やしたり，新たに言語活動のための単元を特設したりするなどの対応は必ずし

も必要ではない。

また，平成21年のPISA調査結果より，子どもたちは必要な情報を見付け出し，取り

出すことは得意だが，それらの関係性を理解して解釈したり，自らの知識や経験と結び付

けたりすることが苦手であることが示されたことから，第2章（1）イの「事実等を解釈

し説明するとともに，互いの考えを伝え合うことで，自らの考えや集団の考えを発展させ

ること」に掲げた留意点を踏まえることが望まれる。

言語活動の優れた指導事例は，以下に示すもの以外にも，これまでに学校において多く

の蓄積があると考えられ，それらを学校内で共有することが求められる。また，教育委員

会等においても，優れた事例について，域内で把握，共有，普及していくことが期待され

る。

これら学校や設置者の取組により，創意工夫を生かした様々な指導手法が開発・実践さ

れることが望まれる。
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…　別】 

※「言語の役割を踏まえた分類」は．本書第2章に対応した分類。 劔��hﾋ靜ｨ,ﾉo�ｨH/�:X-ﾈ*h+ﾙZｩ}��剪�

薮科等奉 剔�ﾙ ��H尸:ｩJ仂�,ﾉ~H棈����・＝■∴・．単元車■．＿・・′■－ 偃X+ﾘ.兒ｩ}��俥�x+x.兒ｩ}����7菱5x�B�

国語 P19′、ノ 俛���1年 �<x/�+馮ｸ,�,(*(,HﾔH*ｸ,�,h+�.ｸ/���櫁+x.倬i~��本の小箱を作ってお気に入りの本 を紹介しよう �����ｨ48�迄�｢������ｨ4��ﾈ�｢�����

国2 ��D��伝えたいことを簡単な手紙を書く事例 �*ｨ/�,�,�,H*(.�+�,h/�訷鑄,Y&ﾘ.x+��.h*B�（2）イ 凵i1）ア（ii） �21 

国3 �)D��見付けたことを報告したり．それを聞いて感想を述べたりす る事例 侈儻H*�+ﾘ+�,h/�&ﾘ.x+�.h*B�（1）ア（iり 凵i1）ア（i） �23 

図4 �)D��事物について説明した文章を読み紹介したいことを書く事例 �<x/�,Y+(-x+ﾘ+�,h/���樣[h,傚�+�*B�く1）イ（ 迄�｢�（1）ア（iり �25 

国5 �)D��大好きな場面を繰り返し読みながら物語を演じる事例 �*掩(,ﾉ�XﾔH*ｸ,��ｩlｨ/�7��ｸ7X5H�ｸ6r�,X�+h.h*B�（1）イ（i） 凵i1）ア川） �27 

国6 �)D��好きなシリーズ作品を見付け，楽しんだり想像を広げたりし て読む事例 �5h8ｨ�ｸ5�,ﾈ*掩(/�ｧ�+X.�*B�（1）イ（i） 凵i2）ィ． �29 

囲7 �)D��神話■伝承などの読み聞かせを聞いたり発表し合ったりする 事例 侏�*)6�*h.x.ｨ,H*(.�*掩(/�ｧ�+X.�*B�（2）イ 凵i1）イ（i） �31 

国8 �9D��考えをまとめたり，意見を述べ合ったりする事例 俶��.)/�粂,ﾈ覈_ｸ/�ﾔ姥h+X���(+R�ﾘx,�,Hﾖﾈ*h/�-ﾈ,h-�.h*B�（1）イ（ii） 凵i1）イ（i） �33 

国9 �9D��読んで疑問に思って調べたことを基に報告文に書く事例 ��ynﾈ+8*(7X6(4���,X-ﾘ/�,�,�&ﾘ.x+�.b�*H�冢ﾈ+8*(,ﾈ.h+2�（1）ア（ ��｢�（1）イ（i） �35 

国10 �9D��出来事を説明するスピーチを行う事例 ��8,俶8,�+ﾘ�x磯h/���k�+X.h*B�（1）ア（ �.��（2）イ �37 

国11 �9D��想像したことを基に物語を書く事例 �-ｨ*H*�/�Z夷ｨ/���+�*H��6��ｩ�ﾉZ�,ﾂ�<�*X.(��益�ﾈﾏh*ｨﾖﾈ*h.俥ﾉ�ﾘ/�ﾔ��Wh+X,H��+�*H���（1）イ（i） 凵i2）イ �39 

国12 �9D��写真資料を用いて説明文を書く事例 價ﾘﾊ�+X+ﾘ+�,h/����/�諄,�,I��k�+r�.兌h�/���+�*B�（1）ア川） 凵i1）ア（董） �41 

国13 �9D��俳句を音読・暗唱したり好きなものを紹介したりする事例 僥�X,��X+X.�*B�（2〉イ‘ 凵i1）ア（董） �43 

国14 的D��ファンタジーを読み、感想を述べ合う事例 �7H4�985�5x�ｸ/�ｧ�+X.�*B�（1）イ（盲） 凵i2）ア �45 

国15 的D��紹介したい本を取り上げて説明する事例 ��Y<x���i[x�h,X*斡8,�?ﾈ.�,ﾉZ夷ｨ/����k�+X.h*B�（1）イ（i） 凵i1）ア川） �47 

国16 添D��事物のよさを多くの人に伝えるための文章を書く事例 �*ﾈ,ﾈ.h+8/�6�*h.��I�Y[h/���+�*B�（1）イ（ ��｢�（1）ア（ ��｢�49 

国17 添D��編集の仕方や記事の書き方に注意して新聞を読む事例 ��i[x,ﾉ<x-ﾙ_ｸ/�ﾖﾈ*h.h*B�（1）ア（ ��｢�（1）ア（ 迄�｢�51 

国18 添D��親しみやすい古文について内容の大体を知り、音読する事 例 侘9[h/��ｨ,偬�+X,I<x/�,X-ﾘ.h*B�く2）イ 凵i1）イ（i） �53 

国19 妬D��課題を解決するために文章を利用し、■資料を提示しながら 説明する事例 ��饑�/��-�,Hﾏ�ｩ4�,���k�+X.h*B�（1）イ（i） 凵i1）ア川） �55 

国20 妬D��調べたことやまとめたことについて．討論をする事例 �:)�檍/�+X.h*B�（1）イ（i ��"�（2）ア �57 

国21 妬D��本を読んで推薦の文章を書く事例 冏ｸ,ﾉj9|ﾘ/��I�X+X.h*B�（1）イ（ ��"�（2）イ �59 

国22 妬D��新聞記事から材料を収集し、提案する意見文を書く事例 俾兒ｨ,ﾈﾖﾈ*h/�/�粂+x.�8ﾊ兌h/����+�*B�（1）イ（ii） 凵i1）イ（日 �61 

社会 P63′－ 倆���3年 �+(-x+ﾘ+�,h/�ｦﾘ*�-�x*H駟~��学校の周りの地域の様子　■ �����ｨ4����i） �����ｨ4��ﾈ�｢�田2�

社2 �9D��話し合いにより互いの考えを発展させる事例 �*�5�,ﾈ+X+(,h,h.ﾘ+ﾘ+X+ﾘ+�,ﾈ*ﾘ.x+R���,�+ﾈ*ｨ*(,�,�*(ｿ�5��+8/�,h.�,ﾂ�,ﾈ,ｸ+�/����（1）イ（盲） 凵i1）ア（ii） �65 

社3 的D��学んだことを振り返り自分の思いや考えを表現する事例 倬hﾌﾈ*�.y�ﾈ��,ﾈ���8/�荿.��（2）イ 凵i1）ア（ ��｢�67 

社4 的D��実感を伴う言葉で話し合う事例 ��X,ﾘ,x+�*�.r�（1）ア（i盲） 凵i1）イ（ ��｢�69 

社5 的D��課題について構想を立てて提案する事例 侈x,ﾉ<��h/�&闔h,ﾈ��ﾋ�,ﾉ]ｸﾎﾈ�Xｨ��w�*�.y%H.��（1）イ（i） 凾ｭ1）ア川） �71 

社6 的D��互いの考えを伝え合い．自分の考えを発展させる事例 �6�9ﾙ4�,慰鮎h,ﾈ+8*�/�,�*ﾂ�（1）イ（i） 凵i1）イ（董 迄�｢�73 

社7 添D��社会的事象と関係付けて．自分の考えを深める事例 亢8ﾏ8��ﾈ�*�.xﾊ�,I<��h*�.�&闔h,ﾂ��ﾈ��,ﾉ�hｨ��（1）イ（i） 凾ｭ1）ア（ji） �75 

社8 添D��互いの考えを伝え合い．集団の考えを発展させる事例 俾��(ﾝ�･�/�f�*��（1）イ（ ��｢�（1）イ（ ��｢�77 

社9 添D��調査結果を分析して自分の考えを説明する事例 �.�/�+(,8*ﾘ.�,ﾈ+8*�/�,�,8ﾇ兌ﾙnﾂ�（1）イ（ ��｢�（1）イ（ ��｢�79 

社1b 添D��学んだことを生かして構想し提案する事例 俾�:竟H/�,(*ﾘ.儘鮎h��j)x�/�ﾖﾈ*b�+ﾘ齷:竟H,ﾈ､ｩJﾘ���（1）イ（日 凵i1）ア（ii） �81 

社11 妬D��互いの予想について資料を活用して吟味する事例 �>ｩ[h,ﾈ8�8�*�.xﾌ9Zﾘ,ﾈ4�?�-b�（1）イくi ��｢�（りア（ ��｢�83 

社12 妬D��互いの考えを伝え合い．自分の考えを発展させる事例 �;��ﾈ徂ﾏX,hﾕﾘﾌｹhｹWｲ�（1）イ（i ��｢�（1）ア（ ��｢�85 

社13 妬D��予想や仮説を立てて調べ．自分の考えを説明する事例 �.ﾘ+ﾘ+X+ﾘ+�,ﾈｮ�*(/���ﾋｸ+x.��ﾘ���（1）イ（ ��｢�（1）イ（ ��｢�87 

社14 妬D��課題を解決するための計画を考えてまとめる事例 ��(､X,ﾉ[ﾙ��,i?ｩgｸ,ﾉo�ｨB�（1）イ（i ��｢�（2）イ �89 

算数 P91へ■ 伜｣��1年 佗h螽,ﾈ�9j�.(ﾇh螽,ﾈ覈_ｸ,�,(*(,Hｾ��ﾉZ�/�w�*(,I��k�+R�ﾘx*H駟~��3口の計算 �����ｨ4��迄�｢������ｨ4��末��｢�涛��

算2 �)D��2位数の減法の計算の仕方を園で表現し、表現の仕方を高 める事例 �(*�+ﾘ,ﾉ�H,ﾈ-�*ｸ蠅�（1）イ（i） 凵i1）イ川） �93 

算3 �)D��文章問題の立式の根拠を園を用いて説明する事例 �+ﾘ+X螽,h-�*ｸ螽,ﾈｭhﾅr�（1）ア（ ��｢�（1）ア（ 迄�｢�95 

算4 �9D��自力解決の中で自分の表現を見直し修正する事例 �.ﾘ.亥｢�（1）ア（i） 凵iりイ（ 迄�｢�・97 

算5 的D��図を用いて話し合うことで分数の意味を理解する事例 兒ｩ�B�（1）イ（り 凵i1）イ（ii） �99 

算6 的D��友達の考えを学び、隣同士で確認し合った後、よさを話し合 う事例 冤ｩ���（1）イ（i） 凵i1）イ（ii） �101 

算7 的D��隣同士で理解し合えなかったことを全体で話し合い、解決す る事例 乂�,h+ｸ,ﾉ�X*ｸ+2�（1）ア（旧 凵i1）イ（ii） �103 

算8 添D��算数の用語を適切に使う事例 ��ﾘﾆ�,ﾉlｩ���（1）ア（ ��｢�（1）イ（i） �105 

算9 添D��体験して感じたことを表現する事例 �%�見|ｩ9h+ﾘ.�,ﾉ�X*ｸ+2�（1）ア（ ��｢�（1）イ（ ��｢�107 

算10 添D��表からきまりを帰納的に兄いだし、そのことを活用する事例 �+ﾉ_ｹ�ﾈ.)zy_ｹ�ﾈ,ﾉ�ﾉ���（1）ア（ ��｢�（1）イ（ 迄�｢�109 

算11 添D��適切なグラフを選択し、グラフに表現する事例 ��4�8�7H.)��4�8�7B�（1）ア（ ��｢�（1）イ（ ��｢�111 

算12 妬D��計算の仕方を筋道を立てて説明する事例 兒ｩ�H,ﾈ*�*�｢�（1）ア（ 迄�｢�く1）イ（i） �113 

算13 妬D��算数の用語を適切に用いて説明する事例 丿y�Y�ﾘ,h��ﾒ�（1）ア（ ��｢�く1）ア（ii） �115 
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指導事例一覧【教科等別】　　　　　　　※「言語の役割を踏まえた分軌は，本書如章に対応した分数 劔��剪�

∵教科等名＝■r、 刳w年 �ｨ�X�����ｩ:�,ﾉ<�棈駟~��b�・＿一一単元名‾ 偃X+ﾘ.兒ｨ鉸�亊hﾅx+x.冓�����7��ｸ5r�

壷科 P117・・ノ 凉ﾓ��3年 �6h�ｸ5�/���煇+X�8�&8,Xｺhｶ8+x.倬i~��風やゴムの働き �����ｨ48���i） �����ｨ48���） ���r�

理2 �9D��回路図に表現することで科学的な言葉や概念の修得を図る事例 �6Hｴ8,ﾉ,ｨ.�;��（1）イ（ ��｢�（1）イ（i ��｢�119 

理3 �9D��科学的な言葉や概念を習得し．実際の自然を見直す事例 俑�(�,i��Z��（1）イ（‡ ��｢�（1）イ（ ��｢�121 

理4 的D��イメージと現象を結び付けて表現する事例 仭8ｴ8,i�X,ﾉ�ｹV��（1）イ（ ��｢�（1）イ（ ��｢�123 

理5 的D��モデル園を活用しながら考察し表現する事例 ��ﾈ,ﾉ�ﾈ,ﾈ,(*ﾘ.�,h暮:��（1）イ（ ��｢�（1）イ（ ��｢�125 

理6 的D��グラフを基にした討論を通して，考無し協同で解決する事例 �5hｴ8,ﾉvﾈ���（1）イ（ �9��｢�（1）イ（ ��｢�127 

理7 添D��モデル図の活用を通して討論・協同を促進する事例 兒�,ﾉv�*�ｲ�（1）イ（ ��ｨ�B�（1）イ（ ��｢�129 

理8 添D��討論により実験を様想し．協同で追究する事例 ���Z�,ﾉJﾘ梭�9�ﾉ+x�8ﾈｸ���（1）イ（ ��｢�（1）イ（ ��｢�131 

理9 添D��科学的な言葉や概念を使って．事象を解釈し説明する事例 凛ﾉ�X,ﾉ:ﾘ*ｲ�（1）イ（ ��｢�（1）イ（1 ��｢�133 

理10 妬D��きまりや法則を日常生活の中で見直し．解釈し．説明する事例 �,H+�,ﾈｴｹ�Y�ｲ�（1）イ（ ��｢�（1）イ（ 迄�｢�135 

理11 妬D��体感を透して感受したことを表現する事例 �6Hｴ8,ﾉy駅��（1）イ（ ��｢�（1）イ（i ��｢�137 

理12 妬D��推論したことをモデル国や立体モデルで表現する事例 佇�,i�駢｢�（1）イ（ ��｢�（1）イ（ 綿�｢�139 

生活 P141｝ ��c��1年 俾兒ｨ,ﾉ�ﾉ+x/��X.云H.��8齪.x,ﾉ�ﾉ+x,亢9WH*ﾘ駟~��こんなに大きくなったよ �����ｨ4����） ����C��

生2 �)D��他者とかかわり進んで交流する事例 �&ﾘ,�,H�I6�*h,H�I�X+x*ｸ+�,ﾉ*ﾂ�（2）ア � �143 

音楽 P145へ■ ����2年 亅H+h竧,�+ﾘ+�,h/�､x.(6h5X4898,�,x,YUﾈ+X耳ｫH�8,ﾈﾚｨｹ(/�ﾋ駢H,Y6�*b�ﾘx*H駟~��いろいろな音の色～金管楽巷の音色～ ���(�ｨ42������ｨ48*ﾖ迄�｢���CR�

音2 的D��体を動かす活動によって．楽曲の特徴に気付かせる事例 �乂�/��ﾈ,XｫH+h竧.ｸ*B�（2）イ 凵i1）イ（ii） �147 

昔3 妬D��音楽を形づくっている要素をよりどころに．楽曲のよさや表現の工夫 估�,ﾘ7ﾘ4x5�6x8ﾖﾈ耳輾ｯh�(,�,�,�,H尨ｧ��（1）イ（ii） 凵i2）イ �149 
を説明する事例 儷ﾈﾋｸ/�,(*ﾘ.因�+ｸ*H�ﾂ�

囲画 工作 P151〈一 ��ﾓ��2年 佝�.)�h,�,x,�,(*(,H,ﾈｴ9WH*ｸ/��ｸ-�.倬i~��私の色紙 ���(�ｨ42������ｨ4��末��｢���S��

図2 的D��責苦合いを行うことで発想や棟憩を深める事例 僮(*)���（2）ア 凵i2）イ �153 

図3 妬D��互いの意見を伝え合うことで見方や感じ方を発展させる事例 俥ﾉV�,ﾈｴ8鰄+��（1）イ（ii） 凵i2）ア �155 

家庭 P157｛′ �c��5年 們��8ﾈ7ﾈ�ｸ6x/�ｮ�,刎(+Xﾘx*(�Hﾋ駢H/���ｫH/�Kｨ,�,Iyﾘ��+8+�.倬i~��ボイル博士の技を究める～ゆで方大研 究～ �����ｨ48��?｢������ｨ48�末��｢���Sr�

家2 妬D��学習カードや発表方法を工夫し．課題解決を図る事例 ��X-�+H+��H+ﾘ*ﾙkﾉ�ﾈ�b�（1）ア（ti） 凵i1）ア（i） �159 

体育 P161一一 ��ﾃ��3年 亢ｹ�X/�ﾔ姥h+X+ﾘ5��ｸ8�/�,ｨ+X,H�H5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x98/��ﾘ.倬i~��みんなでねらうぞタッチダウン！（フラッグ フットボール）（ゴール型ゲーム） �����ｨ49�ﾈ�｢����(�ｨ4����c��

体2 �9D���亂I6C��意見を分類したり．考えの共通点や違いを話し合うことで理解を深め 冑�?ｨ,ﾉ�hｨ�,hﾉ(ﾔ闔ｨﾉ(ﾔ�,�.h*(自?ｨ,ﾉ�b�（1）イ（ii） 凵i2）ア �163 
る事例 乖�,ﾈ覈_ｸ/�ﾖﾈ*h.h*H���

体3 添D����8���｢�犯罪被害によるけがの防止について，グループの話合いやブレイン ストーミングを行い．思考を促す事例 �*�*ｨ,ﾉf育���Lhﾝ�ﾘ･�,�.h.�*�*ｨ,ﾉf育��（1）イ（i） 凵i1）イ川） �165 

体4 妬D��ポイントを焦点化した言葉を生かして課題解決を図り，技能の向上を 目指す事例 ��ﾈ*ﾘ�儖ﾈ+X*ﾘ����6��ｸ6�8ｹ�h�｢�（1）イ（日 凵i2）イ �167 

道徳 P169・、′ �;���1年 俾侘�,ﾉ�X.云H.�,Xﾖﾈ*h/��騫ﾘ+X,H�Hｧx-�ﾘx*Hｧ�+X+8/�j�.ﾘ.ﾘ+�.倬i~��どこでやめるかく節度）内容卜（1） ���(�ｨ4�����(�ｨ42���c��

道2 �)D��児童が道徳的価値にかかわる自分の感じ方や考え方を表現する壌 �*(*ｸ.�,ﾈ,ﾈ*ｸ.�+�,�,�,�,H��:���Z�Hﾎﾈ�｢�く2）ア 凵i2）イ �171 
を工夫した事例 �>�vS8�ﾈ��(�｢�

道3 �9D��話合い活動を通して，一人一人の児童に自分の思いを表現させる事 例 ��8*�.yth/�輊*H�冲h���ｩ>�vS(�ﾈ��8�｢�（2）イ 凵i2）ア �173 

道4 的D��書く活動を通して児童にねらいとする道徳的価値にかかわる自分自 倆�檍,ﾈ8ｸ�ｸ8ｸ/�荿.��佰i;��8�ｩ>�vSH�ﾂ�����｢�（2）ア 凵i2）イ �175 
身の考えをもたせた事例 

道5 添D��書くことで自分自身を振り返らせ，発表し合う中で感じ方や考え方を 明確にさせる事例 �+�.ｨ,���+X,H.����Y���ｩ>�vS(�ﾈ��(�｢�（2）イ 凵i2）ア �177 

道6 店��D��自分と異なる考えや思いに接することができるように工夫した事例 偖y&8,X,ﾉ�9D8/�惠+ﾘ+x�冩�ｨH齪ｦ��Xﾉ9D8�｢�>�vSH�ﾈ��8�｢�（2）イ 凵i2）ア �179 

外国語 活動 P181一｝ 丶���5年 兌x*ﾘ�Y�(+x�9w�/�ﾘ(-�.�,h,h.�,�8ﾊ�,hﾚｨｹ(/���-x.�+�,h,X.h.謁ﾘ��+R�スペシャルデー・スペシャル教科時間割表 ���(�ｨ42��*ﾓ(�ｨ4�������合えることに気付く事例 �/�,(*ﾘ.ｸ*H�X��ﾎｨ6ﾘ�ｸ6s��dﾆW76���

外2 添D��聞く・話す必然性のある場面を設定して通じ合う喜びを体得する事例 �4�485��X檍/�+X.h*H�X��ﾎｨ6ﾘ�ｸ6s��b�ﾆW76�r�（2）イ 凵i2）ア �183 

外3 妬D��積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する事例 傅ｹx�,ﾉk(/���櫁+X.h*H�X��ﾎｨ6ﾘ�ｸ6s$｢�ﾆW76���（2）イ 凵i2）ア �185 

外4 妬D��相手意鼓をもって積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育 冕)x�-i/�粂蓼��耳+�/�,磯h�8,x*H,X+x*����（2）イ 凵i2）ア �187 
成する事例 

総合的 な学習 の時間 P189′〉 ��ﾓ��3年 ��ﾙlｩ4�,�-ﾈ+ﾘ,ﾘﾝyZｨ嶌+X,H,h.x*h+ﾘ�饑�/��Hｭi��WH*�霰陋ｸ+x.處ﾒ�/�支,H.倬i~��伝えよう！美山の自慢 �����ｨ48��?｢��*ﾓ��ｨ4���9��｢���ヲ�

総2 �9D��情報を整理して多面的に思考する力を育成する事例 侏H,�,��Xﾞﾉ�ﾒ�（1）イ（冒） 凵i2）ア �191 

総3 的D��空間軸で情報整理する力を育てる事例 兀ﾈｨ�+8+�.h*H��&闔h*ｨ芥+X+ﾘ�y�Xｷi]ｸ,(,"�+h���（1）イ川） 凵i1）イ（i） �193 

総4 的D��複数の視点で分析したり比較して考えたりするカを育成する事例 �x,H,H�Hﾞﾈ,�,H�Hｧ�+X.�*H�ﾉ>�:�8)�育��Yﾈｨ��Xﾞﾉ�ﾘ爾�（1）イ（ii） 凵i1）イくi） �195 

総5 的D��資料や体験を比較し分析することで課題を設定する事例 �-���ﾉ%Hﾉ����（1）イ（ii） 凵i1）イ（i） �197 

総6 的D��異なる視点で分析し考える力を育てる事例 兀ﾈｨ�+8+�.h*H��&闔h*ｨ芥+X+ﾘ�y�Xｷi]ｸ,(,"�+h���（1）イ（ ��｢�（1）7（ ��｢�199 

総7 添D��学んできたことを関連付け表現する力を育成する事例　－ �.ﾘ+ﾘ+X+ﾘ+�,ﾉ*ﾈ,�6�.ﾘ.��ﾈﾆ��)}ｩy��（1）ア（ ��｢�く1）イく ��｢�2（】1 

総8 添D��比較し分類する思考力を育てる事例 俑�68,ﾈ5H4ﾘ5ﾈ4YYﾈ�hｨ��Xﾞﾉ�ﾒ�（1）イ（ ��｢�（1）ア（j ��｢�203 

総9 添D��マトリックス表で比較したり分類したりする力を育成する事例 �6�688�64ﾗ�5�4X99�Xﾞﾉ�ﾒ�（1）イ（ ��｢�（1）ア（ 迄�｢�205 

総10 妬D��動画から情報を取り出し．分析する力を育てる事例 冕)x�/�ﾊ�,(-�,B�（1）ア（ ��｢�（1）イ（ ��｢�207 

総11 妬D��パネルディスカッションで学習成果を統合する力を育成する事例 ��8/�-�*�.ｨ+ﾙ�ﾈ,��*(,俎8+�*B�（1）イ（ ��｢�（1）ア（ ��｢�209 

総12 妬D��視点をもとに分析し，判断する力を育成する事例 �8h6ｨ6��h5H8ｸ6h5X4898/�ﾖﾈ*h.h*B�（1）イ（ ��｢�（1）ア（ 迄�｢�211 

特別 活動 P213′一 �<���睾蛸■ 乂xｸ��hｨ�,ﾈ淤��/��ﾘ.�+ﾘ-�,��ﾈ.畏x*(/�WH*�.處ﾘ/�孜�ﾈ+x.倬i~��『みんなで遊ぶ日』の遊びを見直そう �����ｨ48���） ���(�ｨ4���#�2�

特2 宥H�ﾇH���多様な意見をまとめる力を育成する事例 妬D��h,ﾉ�(ｼh/��*H�檍/�､ｨ+�*B�（1）イ（ ��｢�（2）ア �215 

特3 偃雲ｨﾗ8饕�体験したことをまとめ．伝え合うカを育成する事例 偖y&8�I�ｻ8�/�tﾈ�9ﾍ�,葵�:�,�+X.h*B�（2）イ 凵i1）ア（ii） �217 
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国語－13（第3学年）俳句を音読■暗唱したり好きなものを紹介したりする事例

【学習活動の概要】

1単元名　　俳句に親しもう 

2　単元の目標 

易しい文語調の俳句について，季節や情景を思い浮か云たり，五・七■五のリズムや言 

葉の美しい響きを感じ取りながら音読したりすることができる。 

3　評価規準 

【国語への関心・意欲・態度】 
・易しい文語調の俳句を音読したり，それらの中から自分の好きな俳句やお気に入りの言葉 

を選んだりして親しもうとしている。 

【言語についての知識・理解・技能】 
・俳句の基本的な特徴について知り，季節や情景を思い浮かべたり，五・七・五のリズムや 

言葉の美しい響きを感じ取りながら音読したりしている。 

4　教材「菜の花や月は東に日は西に」与謝蕪村　など易しい文語調の俳句 

季節ごとに5句くらいずつ 

5　主な学習活動 

（1）単元計画（全3時間） 

時 乂x�����ｨ���:��言語活動に関する指導上の留意点 ���,��

1 2 3 ��F�X,�,(*(,I&ﾘ.��8ﾋ駢H,ﾉOﾈ+X*"�○俳句の基本的な特徴を知るとともに，声に出 

響きやリズムを感じ取りながら， �+X,�*ｨ.xﾋ駢H,ﾈｻ�*ｸ.(8ｨ5�8�/��ﾈｫH,X*ｸ.�.b�

俳句を音読する。 �*H,�+x.��"�

②音読しながら好きな俳句を選び， ��ｹ[hﾎｩ+(,ﾉF�X-h,ﾈｭi�8/�ﾘ(-�.�+ﾘ-��H�8,X*ｸ.��

暗唱したり好きなわけを述べたり �+�*��ﾘ*ﾙF�X,��x.ｨ.�.h*H,�+x.��"�

して紹介する。田辺 ③お気に入りの俳句を書いたしおり ��ｸ齷Zｨ,ﾈﾔH*ｸ,宇�X.(*斡8,�?ﾈ.�,ﾈﾋ駢H/���-B�

ことを重視する。 

○■しおりづくりなどを通して日常的に俳句に親 

を作る。 �+X-�.�.h*H,�+x.��"�

（2）本時の学習（2／3） 

1音読しながら好きな俳句を選ぶ。 

○自分の好きな俳句を選んで，暗唱して紹介するというめあてを確かめる。 

○言葉の美しい響きや俳句のもつリズムを音読して味わう。 

○好きな俳句を選ぶ。 

2　選んだ俳句についてさらに音読し，好きなわけを考える。 

O「言葉の響き」「情景」「措かれた人や生き物の行動」などに着目して，好きなわけ 

お気に入りの言葉について考える。 

○選んだ句を暗唱する。 
3　選んだ句を暗唱して紹介する。 

○選んだ俳句を暗唱し，好きなわけやお気に入りの言葉についての説明を付け加えて紹 

する。 

○紹介を聞いた感想を交流し，同じ句を選んでも，お気に入りの言葉や好きな理由が異 

る場合があることに気付く。 
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【解説】

【指導事例と学習指導要領との関連】

小学校学習指導要領・国語の第3学年及び第4学年〔伝統的な言語文化と国語の特質に

関する事項〕「ア　伝統的な言語文化に関する事項」の「（ア）易しい文語調の短歌や俳句

について，情景を思い浮かべたり，リズムを感じ取りながら音読や暗唱をしたりすること。」

に重点を置いて指導を行うことを意図したものである。

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕については，「A話すこと・聞くこと」

圧∋書くこと」及び「C読むこと」の指導を通して指導することを基本とするが，小学校

学習指導要領・国語の「第3　指導計画の作成と内容の取扱い」の2（1）アに示すよう

に，「特定の事項をまとめて指導したり，繰り返して指導したりすることが必要な場合に

ついては，特にそれだけを取り上げて学習させるよう配慮する」場合がある。本事例は，

俳句を取り上げて伝統的な言語文化に一層親しむことができるよう工夫したものである。

○文語調の短歌や俳句の指導のポイント

短歌や俳句の指導に当たっては，

◇季節感や風情，歌や句に込めた思いなどを思い浮かべる

◇七音玉音を中心としたリズムから，国語の美しい響きを感じ取りながら音読したり暗唱

したりする

といったことを通して，文語の調子に親しむ態度を育成することが重要となる。

○文語調の短歌や俳句の教材選定の手掛かり

短歌や俳句の指導に当たっては，本事例のように，指導のねらいに応じて教科書に掲載

された作品に加えて，教材を選定し，指導に取り入れることが考えられる。その場合の教

材を選定する際の手掛かりとして，

◇親しみやすい作者の句を選ぶ

◇代表的な歌集などから内容の理解しやすい歌を選ぶ

◇各地域にゆかりのある歌人や俳人　地域の景色を詠んだ歌や句を選ぶ

などが考えられる。いずれの場合も，意味内容が容易に理解できるような易しい文語調の

短歌や俳句を選ぶことが基本となる。

【言語活動の充実の工夫】

①音読や暗唱を通して俳句に触れる機会をできるだけ多くする

伝統的な言語文化に親しむ上では，古典に触れる機会をできるだけ多くすることが大切

である。本事例では，限られた時数の中でも，教科書教材に加えて様々な俳句を提示し，

音読したり暗唱したりすることで，繰り返しそのリズムや響きを体感できるようにしてい

る。

②自分の好きな句を選ぶ

万葉集や古今和歌集に見られるように，我が国の伝統的な言語文化と「選ぶ」「集める」
「比較する」といった行為は密接なっながりをもってきた。本事例では児童の実態に応じ

て，「好きな句を選ぶ」という学習活動を取り入れることで，より主体的に古典と関わる
ことができるようにしている。

③「お気に入り」を見付けるための観点の意識化

好きな句やお気に入りの言葉がなかなか見つからない児童がいることも考えられる。本

事例では，「C読むこと」の文学的な文章を読むことの学習を生かして，「言葉の響き」（1
・2年Cア），「行動」（1・2年Cウ），「情景」（3・4年Cウ）といった観点を意識し

て，好きな句やお気に入りの言葉を見付けることができるようにしている。

思考力・判断力・表現力等の学習活動の分類：①，③
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国語－15（第4学年）　紹介したい本を取り上げて説明する事例

「読書新聞」1　単元名 でお気に入りの物語を説明しよう

2　単元の目標

本の大好きなところを紹介するために，選んだ理由を明らかにしたり，印象的なところ
り，目的に応じて引用したり要約を見付けた したりして読むことができる。

3　評価規準

【国語への関心・意欲・態度】
・紹介したい本につ早て説明するために，本を繰り返し読むなどして改めて味わったり，新たな

おもしろさに気付いたりしながら読もうとしている。

【読む能力】
・相手が知らない本や，自分が読んで紹介したいと思う本について，選んだ理由を明らかに

しながら読んでいる。
・自分が選んだ本や物語のおもしろさを説明するために，場面の移り変わりの印象的なとこ

ろや主人公の性格や気持ちの変化情景の美しさなどをとらえて読んでいる。
・紹介する理由を説明するために，ふさわしいところを引用したり要約したりしている0

【言語についての知識・理解・技能】
・指示語や接続語は，文相互の関凰段落相互の関係を端的に示す手掛かりになることを理

して，文章を読んでいる。解
4　教材　　同 物語文教材 教材文と関連性のある物語

5　主な学習活動（単元の指導計画（全8時間）） 
学　習　活　動 侏靜ｨｨ�:�,亊h+x.倡y;��8,ﾉz�95��

第 ���x�,ﾈﾊ�,ｨ+X/�.�,(�"�・教師自作の読書新聞のモデルを 
－ ��ｸｻ8ﾝ饉h,ﾈﾞﾈ�(*ｨ��*(+ﾙZ夷ｨ,ﾉ<x-ﾙ[x*�+�/�､ｨ*ｸ�2�

次 �8�ｸ,俶8,�+ﾘ,h+�.ｸ�9�8*ｨ-�*�.ｨ.��ｩlｨ,�,x,�,"�見て，どのように読書新聞を作 

② 第 次 �*(,H��櫁+Xﾘx*H�"�っていくのかについて，見通し 

○教師自作の読書新聞のモデルの紹介を聞き，自分 �/�.�,H.�.h*H,�+x.��"�
のお気に入りの物語を読書新聞で紹介しようとい ��Xｻ8踪齷�x,ﾈﾔH*ｸ,瓜夷ｨ/���櫁+x���

うめあてをもつ。 �.�+�,h,X�9<x��,佰ﾈ*�*H����/��
○自分の好きな本を集めて，並行読書していく。 �,(*ﾘ.��"�

；琵冤去器誓言とろ諸芸 ��X-�,闇�,h,�.�<x���i[x,ﾈｨH.姥B�*�/�麌+X�8+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ,ﾈｴﾈ馼,ﾈ8"�6h8ｸ,ﾉ>�vX/�ｦﾘ*�-�.��"�

③ 第 次 ③ ��ｹ<x���i[x,Y��k�+X+ﾘ*(+�,h/�ｦﾘ*�-�,�����,ﾂ�・読書新聞全体を通して，その本 

【鸞慧慧く変肇 �,ﾈ*�.�+X.ｸ+8/���k�,X*ｸ.�.h*B�,�+x.�+�,h/�ｦﾙDh+x.��"��Y<x���i[x,ﾈﾊ偬�+X.(ｴﾈ馼,�,x*ｨ�2�+ｸ.ｨ+ﾈ.ｩZ夷ｨ/�<x/�,X*(*ﾘ,h*ｲ�

；喜鞄蓋芸≡・気持ちの変化蓋 �,ﾈ雹5�,h,�.�+�,h,亢9WH*�+�.��"��Y¥�ﾗ9<x��+x.俤ｸ,�.��8,x/�,斡ﾂ�馼,X,x,ﾈ.h*H,���k�+X,H*(*ﾘ*��/�ﾖﾈ*h.�.h*H,�+x.��"�
○記事を台紙に貼り付けて，教材文のお　　し ��Y:�+iZ夷ｨ/��i[x,�+X,H.��8鑛l｢�

もしろさを説明する読書新聞を作る。　　三 俔ﾉ�ﾈ.(ｴﾈ馼,ﾉ>�vX*ｨ腰,�.�*�.��
云冗 �+X.ｸ+8,亢9WH*ﾘ.h*I�8+x�"��X+�.ｨ-ﾈ,X,乂x/�,X*ｸ+ﾙ<x���i[r�

◆好きな本を説明する読書新聞を作る。　聖 
○自分の好きな物語を選び，読書新聞の 
割り付けを考える。 俥ﾈ.�,ﾈ雹5�/��h*�+X,H�8ﾔH*ｸ,��
○物語を読み返しながら，読書新聞の記事を書く。 兒夷ｨ/���k�+x.���櫁ｴﾈ馼/���*��
○読書新聞を張り出し，読んで感想を述べ合う。 �.�.h*H,�+x.��"�
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【解説】

【指導事例と学習指導要領との関連】
小学校学習指導要領・・国帯の第3学年及び第4学年「C読むこと」の指導事項「ウ　場
面の移り変わりに注意しながら，登場人物の性格や気持ちの変化，情景などについて，叙
述を基に想像して読むこと。」と指導事項「ェ　目的や必要に応じて，文章の要点や細か
い点に注意しながら読み，文章などを引用したり要約したりすること。上　指導事項「カ

目的に応じて，いろいろな本や文章を選んで読むこと。」を取り上げて指導するものであ
る。

その際，「C読むこと」の言語活動例「エ　紹介したい本を取り上げて説明すること。」
を具体化し，読書新聞を作ることを通して指導することにより，指導の効果を高めた事例
である。

【言語活動の充実の工夫】
1　読書新聞で育成できる読む能力

本事例では，指導のねらいを実現するた
めに，読んだ本のおもしろさを説明する読

書新聞作りを，単元を貫く言語活動として
位置付けている。
ここではあくまでも読む能力を育成する
ための活動として新聞作りを行うこととな
る。

第3学年及び第4学年では，例えば次の
ような能力の育成が可能である。
○出来事を報道する記事
→物語のあらすじを説明する。

（指導事項エ）
→場面の移り変わりや登場人物の気持

ちの変化，情景を押さえて記事に書
く。　　　　　　　（指導事項り）

○解説記事
→紹介したい主人公の気持ちの変化な

どを，場面の移り変わりと関わらせ
て解説する。　　　（指導事項り）

○インタビュー記事
→登場人物に架空のインタビューを行

い，性格や気持ちの変化をとらえる。
（指導事項ウ）

○紹介記事

【読書新聞の割り付け例】
一つ ヽ一 芸潮霊室 　な かい「 しなパ ‡苦さ去新妻 す りす膏閲暫 ）ェ宣 

⑨ 責　苦 倆8ﾜ���綿�ｨ.)���

校場人物の性格や気持ちの変化に ついて、叙述を瓜二想扱して膿む力 　　内容Cくりウ 

を理解す るノJ。詣薫 俐雲8坂� 

もつノJユ 冏ｸ�������

リ漂（震　賛　介 史郎を班んで自分 

の芸妄言書評ォ　是等諾羞孟宗誌：な 　　　　容C（l）カ 

→作者や関連する他の本を紹介する。（指導事項が

2　新聞記事を書きながら繰り返し読む
単元の導入部や第二次の冒頭において，新聞記事のモデルを基に，どのような割り付けで，
どのように書き進めればよいかを，児童がイメージできるようにしている。特に重要な点と
して，次の2点を押さえたい。

○新聞の紙面を様々な種類の記事で構成し，全体として自分の紹介したい本のおもしろさ
を説明できるようにする。
○記事には様々な種類があり，その記事の種類に応じて，説明する物語のおもしろさが伝
わるように書く。そのためには，物語を何度も読み返すことが大切である。

思考力t判断力1表現力等の学習活動の分類：②，③
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